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ドイツのJugendreligionをめぐる憲法問題(井上)
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(1) 

ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
宗
教
の
問
題
は
単
な
る
私
事
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
現
行
の
ド
イ
ツ
基
本
法
の
下
で
も
確
か
に
「
国
家
と
教

序

-
p
m
g仏
門
白
ロ

mFOロ
を
め
ぐ
る
問
題
状
況
|

ド
イ
ツ
の

nElms骨
巴
仲
間
F
O
ロ
を
め
ぐ
る
憲
法
問
題

井

上

典

之

(
大
阪
学
院
大
学
)

序

-
n
E
m
g仏
円
。

-FmFOロ
を
め
ぐ
る
問
題
状
況
l

(2) (1)宗
教
の
自
由
と
国
家
教
A 
;z::;; 

法
制

基
本
法
で
規
定
さ
れ
る
宗
教
事
項
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宗
教
団
体
法
制
と
し
て
の
国
家
教
会
法
制

(2) (1) ~ 
ロ司

ロ
0... 
ト寸

ロ可。
ロ
と
さ
れ
る
集
団

よ
る
問
題
提
起

判
例
に
見
る
問
題
点

問
題
の
整
理
と
検
討

ま
と
め

会
:
:
:
の
分
離
の
原
則
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
宗
教
的
に
無
色
の
国
家
が
教
会
の
公
共
活
動
に
無
関
心
な
態
度
を
と
る
と
い
う

の
で
は
な
く
、
国
家
が
|
特
定
の
教
会
と
一
体
化
し
て
他
の
教
会
な
い
し
宗
教
団
体
を
排
除
す
る
こ
と
な
し
に
|
教
会
の
活
動
を
支



宗教法宮容は考(l告書5)

(2) 

搬
す
る
こ
と
を
許
容
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
す
る
晃
解
が
主
張
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
基
本
法
自
身
も
、
宗
教
教
育
を
公
立
学
校
で
の

正
規
の
授
業
科
践
と
し
(
七
条
三
項
〉
、
従
来
公
法
上
の
罰
体
で
あ
っ
た
宗
教
団
体
に
そ
の
ま
ま
の
地
位
を
認
め
、
地
の
毘
体
に
も
そ

の
識
を
を
叡
得
す
る
道
を
開
き
、
公
法
上
の
団
体
と
さ
れ
る
宗
教
詩
体
に
は
い
わ
ゆ
る
教
会
設
の
課
続
権
令
"
認
め
る
(
一
一
回

G
条
に
よ

一
一
一
七
条
五
車
、
六
項
〉
こ
と
か
ら
照
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
、
教
宵
や
芸
術
、
学
問
と
共
に
、

(3) 

宗
教
を
閑
家
の
文
生
秩
序
の
本
質
的
要
素
と
と
ら
え
る
ド
イ
ツ
の
姿
勢
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

り
編
入
さ
れ
た
ヴ
ア
イ
マ
ル
憲
法

こ
の
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
ド
お
い
て
国
家
の
文
化
秩
序
の
本
費
的
要
素
と
さ
れ
る
宗
教
が
、
神
繋
ロ

l
マ
帝
罷
以
来
の
法
統
や
M
・
ル

タ
!
の
宗
教
改
革
以
降
の
歴
史
の
中
で
擦
問
問
M
C
れ
て
き
た
カ
ト
リ
ッ
ク
お
よ
び
福
音
主
義

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
〉
の
キ
リ
ス
ト
教
的
観

念
を
中
心
に
し
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
湾
特
に
、
間
関
家
共
同
体
の
中
で
宗
教
や
識
教
団
体
に
い
か
な
る
経

務
を
帰
属
さ
せ
、
い
か
な
る
地
位
を
与
え
る
の
か
、
そ
の
こ
と
か
ら
国
家
と
教
会
と
の
法
的
関
係
を
い
か
に
競
律
す
る
の
か
を
ョ
定
め
る

(
4〉

国
家
教
会
法
制

(
p
z
g
w守
岳
部
対
話
口
広
)
も
、
中
控
訴
降
の
長
い
歴
史
の
中
で
変
遷
し
て
き
た
ド
イ
ツ
に
お
け
る
富
家
レ
仏
教
会
と
の
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関
係
を
背
景
に
、
キ
リ
ス
ト
教
の
二
大
教
会
、
つ
ま
り
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
や
福
音
主
義
教
会
と
鵠
家
と
の
関
係
を
前
援
に
し
て
形
成
・

(5) 

展
開
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
ニ
大
教
会
を
中
心
に
し
た
宗
教
団
体
法
制
と
し
て
の
患
家
教
会
法
制
と
い
う
点
で

は
、
現
行
の
そ
れ
が
議
本
法
や
各
ラ
ン
ト
の
幾
法
、
法
律
に
よ
っ
て
規
脅
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
教
皇
庁
と
政
府
と
の
開
で
締
結
さ
れ

た
政
教
条
約
〈
州
内
g
w
o三
三
)
や
、
ぞ
れ
に
散
っ
て
ラ
ン
ト
政
府
と
福
音
主
義
教
会
と
の
簡
で
締
結
さ
れ
た
教
会
条
約
(
同
町
各
自
吋
向
'

(5) 

常
兵
)
に
よ
っ
て
も
説
律
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
基
本
法
の
下
に
お
い
て
も
か
わ
り
な
い
も
の
と
い
え
る
。

(7) 

し
か
し
、
ド
イ
ツ
の
膝
史
に
お
い
て
独
自
の
形
態
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
翻
家
教
会
法
制
は
、
基
本
法
に
よ
っ
て
能
楽
か
ら
害
在

し
て
い
た
の
と
爵
一
の
も
の
と
し
て
受
容
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
確
か
に
、
基
本
法
は
ヴ
ア
イ
マ
ル
憲
法
の
宗
教
お
よ
び
宗
教
面
体

に
関
す
る
条
項
の
大
部
分
を
そ
の
ま
ま
の
形
で
で
}
の
基
本
法
の
構
成
部
分
」
(
一
題
。
条
〉
と
し
て
受
容
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
、



憲
法
の
統
一
性
の
原
理
に
能
っ
て
、
基
本
法
の
予
定
す
る
新
た
な
関
家
像
や
倒
人
化
さ
れ
た
器
本
権
の
邑
出
観
念
に
そ
れ
ら
の
条
項
も

(8) 

殺
す
る
こ
と
が
当
徐
に
予
定
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
人
搭
の
自
由
な
発
震
や
自
由
で
民
主
的
な
法
治
問
問
家
的
基
本
秩
序
の
線
本
的
(9) 

議
お
よ
び
二
項
に
お
い
て
具
体
化
さ
れ
る
宗
教
の
自
由

前
提
と
し
て
の
精
神
的
自
由
の
や
核
を
な
す
も
の
と
と
ら
え
ら
れ
る
四
条

が
鴎
家
教
会
法
秩
序
の
や
心
的
地
泣
を
占
め
、
そ
の
結
果
、
基
本
法
の
下
で
の
富
家
と
教
会
な
い
し
は
宗
教
団
体
と
の
問
の
関
係
に
お

〈

問

料

)

い
て
も
そ
の
宗
教
の
自
由
が
構
成
的
要
畿
で
あ
り
、
富
家
の
京
教
的
・
世
界
観
的
中
立
性
の
憲
法
上
の
義
識
と
な
る
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
国
家
の
宗
教
的
・
世
界
観
的
中
立
性
は
、
民
主
的
か
つ
法
治
臣
家
的
な
客
観
的
秩
序
の
基
本
要
素
と
し
て
、

一
信
仰
・
世
界
観
慨
が
そ
の
多
党
性
の
中
で
の
み
憲
法
に
よ
り
問
題
と
さ
れ
る
自
由
な
政
治
的
・
精
神
的
プ
ロ
セ
ス
の
原
動
力
と
し
て
機
能

〈
竹
村
〉

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
多
元
主
義
の
保
障
の
一
形
態
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
揺
仰
・
世
界
観
の
多
元
性
が
一
体
ど
の
よ
う
な
多
元
主
義
を
意
味
し
て
い
る
の
か
は
開
離
の
あ
る

-107-

ドイツのJugendreligionをめぐる憲法問媛(井上)

と
こ
ろ
と
な
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
基
本
法
に
よ
る
受
容
の
結
果
内
容
的
に
一
定
の
修
正
を
受
け
た
と
は
い
え
、
ヴ
ア
イ
マ
ル
憲
法
の

宗
教
お
よ
び
宗
教
罰
体
に
関
す
る
条
項
は
、
ま
さ
に
ド
イ
ツ
の
懸
史
の
な
か
で
、
キ
リ
ス
ト
教
の
ニ
大
教
会
そ
母
体
と
し
て
蘇
成
・
展

関
さ
れ
て
き
た
~
伝
統
を
青
紫
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
ぞ
れ
が
条
文
上
何
の
夜
更
も
な
く
「
基
本
法
の
構
成
部
分
」
と
さ
れ
た
か
ら
で
あ

る
。
ヘ
ッ
セ
が
い
う
よ
う
に
、
ヴ
ア
イ
マ
ル
憲
法
の
誌
記
条
項
を
基
本
法
に
編
入
す
る
「

問
。
条
が
教
会
に
認
め
る
自
由
お
よ
び
独

立
の
地
位
は
、
共
間
体
の
秩
序
に
と
っ
て
、
自
ら
が
宗
教
的
に
中
立
的
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
信
仰
お
よ
び
教
会
に
よ
る
告
知
が
世

(
持
品
)

俗
の
諸
勢
力
の
見
解
や
努
力
と
何
か
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
に
そ
の
根
拠
を
見
出
す
」
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
や
は
り
そ
こ

に
は
ド
イ
ツ
の
藍
史
の
中
で
重
要
な
役
割
を
来
た
し
て
き
た
キ
リ
ス
ト
教
的
伝
統
と
い
う
も
の
が
潜
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
と
患
わ

れ
る
の
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
の
麓
史
的
伝
統
を
背
景
に
し
っ
て
基
本
法
の
下
で
の
多
元
主
義
を
喪
摘
さ
れ
る
菌
家
委
譲
総
の
問
題
は
、
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宮九
凶れ

にり
とま
エ語
喪主p
k認すH

多 L
Tl一、

会ド
露Fトイ
訟ッ
事 γ

吟長
ドけ

t三
五t
tj 
を下

五習
な桑
憎つ け，

セ容
を議
7S 
g 奥
富な
o.る
ー句

e. 0 
OQ 刀可

旨教

と 聞
き絞

れ E
差し
梁(て

留Hの

弓主
て1)

ィ三
ン tp

ド
・
ヒ
ン
ド
ゥ

l
教
の
流
れ
を
議
む

グ
ワ
ン
連
動

a
Z
2
s
z凶U
J
2ぬ
き
ぬ
)
」
(
あ
る
い
は
「
一
フ
ジ
ニ

l
シ
運
動

(
M
g
E
由主
2

∞叩
d

認
mgm刊
に
と
も
時
ば
れ
る
)
、
「
ハ
レ
・
ク
フ
ン
ユ
ナ
運
動
(
出
血
円
。
寄
い
き
ゃ
ぎ
愛
知

mgm)」
そ
し
て
「
超
越
膜
想
(
手
皇
室

32

内
山
叩
忠
弘
叩

、
一
さ
ら
に
文
鮮
明
を
教
祖
と
す
る
「
統
一
教
会
(
ぐ

0
3
2
2呂
田
笠
宮
宮
)
」
と
い
っ
た
東
洋
系
の
箆
体
、

そ
し
て
ア
メ
リ
カ
を
援
と
す
る
精
神
療
法
的
方
法
と
宗
教
の
融
合
を
説
く
「
サ
イ
エ
ン
ト
ロ
ジ

i
(
骨
吉
弘
O
H
O
寝
間
守
口
言
ご
と
い
っ

(
H
H
〉

ユ
ダ
ヤ
H
キ
リ
ス
ト
教
↑
伝
統
に
立
つ
語
教
会
と
著
し
く
異
な
っ
て
い
る
」
も
の
で

た
「
教
説
・
行
法
や
嵐
采
・
勧
誘
方
法
な
ど
が
、

あ
る
。
そ
の
結
果
、

E
m
g
s
z
z
mな
き
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
訴
訟
で
は
、
ド
イ
ツ
に
特
有
の
顎
家
教
会
法
制
の
下
で
独
特
の
憲
法
務

(
日
)

題
を
提
起
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
以
下
で
は
、
こ
の
憲
法
問
題
を
概
観
す
る
こ
と
で
、
先
に
挙
げ
た
ド
イ
ツ
で
の
娯
教
の
自
践
と
顕

家
教
会
法
制
と
の
聞
の
特
徴
を
簡
単
に
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

{l}

大
石
瞳
時
「
い
わ
ゆ
る
々
ク
ト
そ
め
ぐ
る
後
縁
側
肉
慾
〈
こ

i
教
会
・
閲
療
関
係
の
新
随
一
段
!
」
波
紋
続
発
五
人
巻

(2)
村
上
淳
一
・
ハ
ン
ス
・
ベ
ー
タ
i
a
マ
ル
チ
ユ
ケ
「
ド
イ
ツ
法
入
門
」
五
五
i
五
大
賞
(
一
九
九
一
)
参
環
。

〈

3〉
A

門家

a
a
v両
自
国

h
w
g
uぎ
E
N
G
宣
言
禍
む
き
草
F
詰

mwgg話
会
什
凶
∞
・
〉
出
向
日
二
国
同

ω研・

MgH・

{
4
〉
制
樹
祭
教
会
訟
の
こ
の
定
義
に
つ
い
て
は
、

F
m・
o・-∞
'

M

如
何

〈5
)

基
本
法
に
編
入
さ
れ
て
い
る
ヴ
7
イ
マ
ル
憲
法
の
市
原
教
問
体
条
項
が
宗
教
改
革
以
後
の
い
か
な
る
教
会
・
農
家
欄
関
係
の
下
で
成
立
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
清
水
禁

「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
企
布
教
団
体
と
そ
の
紛
争
処
葱
」
佐
獲
幸
治
・
木
下
毅
編
『
現
代
国
家
と
宗
教
団
体
』
一
八
九
官
民
(
一
九
九
一
一
〉
一
九
一

1
一
九
四
頁
参
照
。
ま
た
、
教

会
税
と
の
関
係
で
中
世
以
降
の
毘
家
と
キ
リ
ス
ト
教
二
大
教
会
と
の
関
係
を
述
べ
る
も
の
と
し
て
、
前
掲
・
村
上
a

マ
ル
チ
ユ
ケ
文
献
(
設
二
〉
八
九
1
九
O
賞
参
照
。

(S)
現
行
の
国
家
教
会
法
制
の
こ
の
よ
う
な
携
成
に
つ
い
て
は
、
玄
室
岡
謡
曲
W
N
G宮
-
E
m
{〉口叫
M
M

・
S
-
m
-
む
少
協
組
拘
鴨
池
清
水
総
文
〈
波
広
〉
九
五

宅子

頁
〈
…
九
九
ご
二
人
質
参
照
。

九
悶
i



頁
参
照
。
ま
た
、

Huog司
回
包
己

E-
ロ
耳
目
円

}
g
u
gロ
MNe--
包

Oロ
ロ
ロ

ι
当
o
F
E
m
n
F
Eロロ同

E
2
F
ι
E
O
E
E向。
g
g
-
s
g
-
回
・
区
で
も
、
「
教
会
お

よ
び
そ
の
他
の
宗
教
団
体
と
国
家
と
の
国
家
教
会
法
上
の
関
係
は
、
憲
法
お
よ
び
そ
の
範
囲
内
で
の
法
律
に
よ
っ
て
、
ま
た
協
定
に
よ
っ
て
秩
序
づ
け
ら
れ
る
」

と
す
る
。
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(7)

回世田口

E
t
(〉
ロ
自
由
)
.
∞

ω

(8)

〉・

9
・
0

・
回
・
ェ
・

(9)

問
。
ロ

Eι
同

O
E
O
-
0
2ロ
ι自
問
。

ι自
〈
司
同
盟
自
口
問
m司君
F
E
n
-耳
切
己
目

ι
2
2目UHMHUEr
ロ
2
2
n
z
g
n
F
5・
〉
巳
-
・
・

5
2・凹・

5J『・

(
叩
)
回

E
E
E
(〉ロ
B
・

s-
∞
・
ミ
同
・
な
お
そ
こ
で
は
、
そ
の
よ
う
に
解
さ
れ
る
限
り
で
「
基
本
法
の
宗
教
の
自
由
お
よ
び
国
家
教
会
法
の
新
た
な
規
定
は
、
個

人
主
義
化
・
世
俗
化
の
動
き
に
お
け
る
一
つ
の
新
し
い
段
階
を
示
し
て
い
る
」
と
す
る
。

(U)

回
目
宮
(
〉
ロ
ヨ
・
由
)
・
回
・
・

5
∞・

(
ロ
)
〉
釦

0

・
回
目
白
串

(
日
)
こ
の
臼
巨
問
自
身
色
町
古
田
と
さ
れ
る
集
団
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
回
釦

E
E
(〉ロ
B
・

s
・回・

2
ほ・

(
H
H
)

前
掲
・
大
石
論
文
(
注
ニ
=
二
頁
参
照
。

(
日
)
こ
の
点
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
カ
ト
リ
ッ
ク
や
福
音
主
義
の
二
大
教
会
に
属
さ
な
い
キ
リ
ス
ト
教
系
の
中
小
団
体
は
存
在
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
基
本
法

に
よ
り
編
入
さ
れ
た
ヴ
ア
イ
マ
ル
憲
法
の
規
定
に
基
づ
き
公
法
上
の
団
体
と
認
定
さ
れ
、
あ
る
い
は
私
法
上
の
権
利
能
力
を
持
つ
宗
教
団
体
と
さ
れ
て
お
り
、
兵

役
義
務
法
上
の
兵
役
免
除
の
問
題
を
除
い
て
は
、

PF問
自
身
。
口
問
F
O
ロ
と
さ
れ
る
集
団
が
提
起
す
る
問
題
を
引
き
起
こ
す
こ
と
は
な
い
と
い
う
点
は
、
ま
さ
に
ド
イ

ツ
に
お
け
る
信
仰
・
世
界
観
の
多
元
主
義
が
い
か
な
る
意
味
で
の
も
の
か
と
い
う
問
題
を
考
察
す
る
上
で
の
興
味
あ
る
現
象
と
い
え
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
な
お
、

こ
の
ド
イ
ツ
で
の
キ
リ
ス
ト
教
系
の
中
小
宗
一
教
団
体
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
前
掲
・
大
石
(
注
ニ
三

O
i
三
一
頁
参
照
。
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2 

宗
教
の
自
由
と
国
家
教
会
法
制

基
本
法
で
規
定
さ
れ
る
宗
教
事
項

ま
ず
、
前
述
の
問
題
と
の
関
連
に
お
い
て
ド
イ
ツ
基
本
法
の
宗
教
条
項
を
簡
単
に
概
観
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。
基
本
法
四
条
は
、
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一
環
で
妨
害
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
宗
教
的
行
事
を
保
障
す
る

{
刊
岬
〉

こ
と
に
よ
り
、
全
体
と
し
て
捷
一
的
な
一
つ
め
基
本
権
と
し
て
の
宗
教
の
自
由
を
保
隙
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
翁
仰
・
良
心
・
宗
教
・

現
で
揺
出
向
・
員
心
の
向
間
取
、
宗
教
お
よ
び
世
界
観
の
告
岳
の
自
由
を
、

世
界
経
と
い
う
文
書
に
お
け
る
相
議
が
潤
題
に
な
ら
な
い
と
は
い
え
な
い
が
、
宗
教
改
革
以
後
の
宗
教
の
自
由
の
震
史
的
展
開
は
、
意

法
上
の
保
護
の
要
請
と
い
う
点
で
、
キ
リ
ス
ト
教
の
二
大
教
会
の
宗
法
問
機
吉
男
芝
F

と
か
ら
、
ユ
ダ
ヤ
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
さ
ら
に

仏
教
と
い
っ
た
す
べ
て
の
宗
教
的
確
信
の
平
等
取
扱
い
を
経
て
、
少
な
く
と
も
現
悲
に
お
い
て
は
宗
教
的
・
世
界
観
的
に
中
立
的
な
描

家
の
宗
教
の
自
由
に
お
い
て
宗
教
的
・
民
宗
教
的
確
僚
と
非
諜
教
的
な
世
界
観
的
擁
倍
の
平
等
な
保
灘
へ
と
向
か
っ
て
い
た
と
さ
れ
、

そ
う
で
あ
る
以
上
、
ド
イ
ツ
に
あ
っ
て
も
少
な
く
と
も
ヴ
ア
イ
マ
ル
共
和
国
以
後
、
宗
教
の
自
由
の
憲
法
上
の
保
護
に
と
っ
て
、
宗
教

的
確
信
か
非
宗
教
的
な
世
界
観
的
確
議
か
の
区
別
は
重
要
な
こ
と
で
は
な
く
、
基
本
擦
は
、
宗
教
や
宗
教
的
機
器
、
宗
教
団
体
を
特
権

(
W
M
)
 

化
す
る
も
の
で
な
い
、
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
背
驚
か
ら
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
や
通
説
的
見
解
は
、
基

-110 

本
法
四
条
一
項
お
よ
び
二
壊
を
統
一
的
に
と
ら
え
、
借
仰
・
長
心
・
議
教
・
世
界
観
を
形
成
し
、
そ
れ
を
持
ち
、
そ
の
意
見
を
表
明
し
、

〈
叫
岬
〉

そ
れ
に
能
っ
て
行
動
す
る
自
由
を
保
護
す
る
も
の
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

宗
教
の
自
由
に
つ
い
て
の
こ
の
よ
う
な
見
解
に
よ
る
と
、
そ
こ
に
は
保
護
さ
れ
る
べ
き
三
つ
の
穣
滅
が
現
れ
て
く
る
。
つ
ま
り
、
信

仰
あ
る
い
は
世
界
観
と
い
っ
た
あ
る
種
の
確
蹄
鳴
を
形
成
す
る
思
考
過
程
の
保
障
と
い
う
意
味
で
の
思
考
の
自
由

同
4
H
A
W
い
}
5
F
H
円
山
岳
出

り
き
宮
口
丘
、
思
考
の
結
果
出
て
き
た
機
借
を
他
者
に
告
白
・
総
連
す
る
自
由
、
そ
し
て
宗
教
的
-
世
界
額
約
確
信
や
良
心
に
能
っ
て

(
瑚
)

行
動
す
る
自
由
で
あ
る
。
結
局
、
期
間
条
一
項
お
よ
び

項
に
お
い
て
宗
教
の
自
由
に
よ
り
宗
教
や
世
界
観
に
一
定
の
保
護
を
与
え
る

一
定
の

甘
梅
本
法
は
、
人
間
の
藤
厳
や
人
格
性
を
公
権
力
に
よ
っ
て
自
由
に
媛
審
で
き
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
の
一
つ
の
表
明
と
し
て
、

〈
川
副
〉

確
信
お
よ
び
行
為
態
様
を
保
障
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
ぞ
れ
は
、
宗
教
な
い
し
後
界
観
的
確
信
を
持
た
な
い

自
由
、
そ
の
よ
う
な
確
信
を
警
自
・
表
明
し
な
い
闘
由
、
当
該
確
信
に
従
っ
て
行
為
し
な
い
自
由
と
い
う
宗
教
の
自
由
の
消
極
的
側
面
、



去
ら
び
に
一
定
の
盟
体
に
帰
属
す
る
こ
と
で
仲
間
と
共
関
し
て
一
定
の
獲
得
・
を
持
ち
、
そ
れ
を
告
白
・
表
明
(
布
教
)
し
、
当
一
一
該
確
信

〈幻〉

に
従
っ
て
行
為
し
ま
た
は
行
為
し
な
い
と
い
う
宗
教
の
自
由
の
間
体
的
側
認
に
よ
っ
て
補
完
忽
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
指
教
の
自
由
の
射
程
範
関
を
広
く
と
ら
え
る
と
、
そ
こ
に
出
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
ま
ず
一
方
で
、
四
条

項

お
よ
び

…
壌
と
共
に
宗
教
的
な
段
出
保
障
を
規
定
す
る
務
本
法
上
の
条
項
、
特
に
ご
凶
O
条
に
よ
っ
て
編
入
さ
れ
た
ヴ
ア
イ
マ
ル
愈
法

の
類
似
保
障
と
の
関
係
が
ぼ
や
け
た
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
、
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
れ
ら
が
余
分
な
も
の
に
さ
れ
か
ね
な
い
、
と
い
う

問
題
が
考
え
ら
れ
る
。
他
方
で
、
す
べ
て
の
宗
教
的
・
世
界
観
的
確
健
に
導
か
れ
た
行
為
へ
の
保
護
領
域
の
拡
大
に
よ
っ
て
紛
争
可
能

性
が
増
大
し
、
そ
の
こ
と
か
ら
、
四
条
に
よ
る
と
明
示
的
な
鵠
家
の
権
限
が
諒
め
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
な
侵
害
を
も
正
当
化
す
る
必
要

(n) 

性
が
生
ず
る
、
と
い
う
間
離
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
爵
方
の
問
離
を
提
起
す
る
の
が
、
宗
教
団
体
を
め
ぐ
る
宗
教
的
結
社

の
自
由
で
あ
る
。

ドイツのJugend開ligionをめぐる慾法鰐窓(弁よ)

世
界
観
を
も
含
め
て
宗
教
的
信
仰
は
、
必
熱
的
で
は
な
い
に
し
て
も
、
壁
史
的
・
社
会
的
経
験
か
ら

定
の
国
体
へ
の
帰
属
と
結
び

つ
い
て
告
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
宗
教
の
昌
出
も
、
そ
の
完
全
一
な
意
味
に
お
い
て
岡
山
体
へ
の
帰
識
を
保
障
す
る
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、

パ
ド
ゥ

i
ラ
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
で
は
、
「
宗
教
・
世
界
観
剖
体
の
活
動
は
、
拙
微
か
に
は
と
め
か
ら
、
公
的
秩
序
や
第
一
一

の
宗
教
的
・
世
界
観
的
あ
る
い
は
そ
の
他
の
利
害
に
関
し
て
あ
る
種
の
規
制
の
必
要
性
や
紛
争
可
能
性
を
投
げ
か
け
、
そ
の
結
泉
、
以

前
か
ら
、
宗
教
的
・
世
界
観
的
結
社
の
自
由
の
憲
法
上
の
保
脇
陣
は
独
自
の
意
味
を
持
ち
、
屋
家
と
教
会
と
の
間
関
係
に
つ
い
て
の
基
本
的

{
お
)

な
慾
法
政
策
的
問
題
と
糊
州
連
づ
け
て
考
え
ら
れ
て
い
た
」
の
で
あ
る
。
基
本
法
は
、
宗
教
的
結
社
の
自
由
を
ヴ
ァ
イ
マ
ル
憲
詰
ご
一

七
条
二
項
お
よ
び
七
項
と
連
携
し
た
基
本
法
一
題
。
条
に
よ
っ
て
保
障
す
る
。
し
か
し
他
方
で
、
震
に
議
ぺ
た
団
体
的
側
面
、
ま
た
、

〈
削
帥
〉

一
項
が
宗
教
の
自
由
と
し
て
傑
嫁
す
る
こ
と
に
な
る
。

震
史
的
・
社
会
的
経
験
か
ら
、
宗
教
的
結
社
の
自
由
は
、
四
条
一
項
お
よ
び

つ
ま
り
、
宗
教
団
体
、
そ
し
て
、

一
定
の
世
界
観
を
共
憶
で
奨
励
す
る
こ
と
を
任
務
と
す
る
崩
体
の
結
社
の
自
由
は
、
四
条
一
環
お
よ
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び
二
項
に
よ
っ
て
基
本
権
と
し
て
保
障
さ
れ
、
そ
の
よ
う
な
保
燦
の
下
で
結
或
さ
れ
た
間
体
は
、
指
数
な
い
し
は
世
界
観
に
と
っ
て
本

(お〉

嚢
的
に
必
要
な
も
の
と
み
な
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
よ
う
な
結
社
の
自
由
と
は
別
に
、
家
教
・
世
界
観

留
日
俸
は
、
議
出
訟
の
意
味
で
の
宗
教
の
自
由
の
警
生
側
と
も
な
る
。
そ
う
で
あ
る
限
り
、
そ
の
よ
う
な
間
体
は
、
器
本
一
様
と
し
て
の

宗
教
の
告
白
に
よ
っ
て
そ
の
結
社
を
保
護
さ
れ
、
活
動
弱
体
も
基
本
擦
と
し
て
の
宗
教
の
自
自
に
よ
っ
て
保
慨
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
そ
の
結
果
、
億
人
の
問
題
と
し
て
で
あ
れ
、
盟
体
の
掛
問
題
と
し
て
で
あ
れ
、
宗
教
事
項
に
関
す
る
問
題
は
、
基
本
諮
問
条

議

お
よ
び
二
壌
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
た
宗
教
の
自
由
と
い
う
基
本
権
に
爵
す
る
問
題
と
な
り
、
基
本
法
に
お
け
る
宗
教
事
壊
に
関
す
る
幾

(
明
出
)

定
の
中
心
に
基
本
権
と
し
て
の
宗
教
の
自
由
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
集
団
に
よ
る
宗
教
の
自
由
の
関
連
と
し
て
の
宗
教
・
世
界
観
団
体
の
基
本
権
に
よ
る
保
護
は
、
ま
さ
に
基
本
権

そ
の
も
の
の
保
障
の
結
果
で
あ
り
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
憲
法
一
一
一
一
七
条
一
一
項
お
よ
び
七
項
に
よ
る
宗
教
団
体
の
結
社
の
富
市
出
と
い
う
務
部
の

〈
明
岬
〉

保
障
に
よ
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
は

n
r
u
 

体
、
ヴ
ア
イ
マ
ル
憲
法
一
一
ニ
七
条
の
規
定
を
わ
ざ
わ
ざ
一
題
。

条
で
明
文
に
よ
っ
て
骨
格
本
法
に
編
入
し
た
意
味
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
と
い
う
点
が
問
額
と
な
ろ
う
。
こ
こ
で
、
「
宗
教
・
綾
界
観
鶴
田
凶

{
お
)

体
の
類
史
的
・
制
度
的
特
徴
が
偶
人
、
定
義
的
に
の
み
理
熊
谷
れ
た
宗
教
の
自
由
の
中
に
解
消
さ
れ
て
し
ま
う
も
の
で
は
な
い
い
と
し

て
、
能
強
の
よ
う
に
「
悶
家
と
教
会
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
織
法
政
策
的
問
閥
と
関
連
づ
け
て
」
京
教
的
結
社
の
自
由
を
検

討
す
る
パ
ド
ゥ

l
vフ
の
見
解
が
一
つ
の
方
向
を
指
訴
し
て
い
る
。
ぞ
れ
は
、
宗
教
的
結
社
の
自
由
街
、
篠
か
に
恭
本
法
期
間
条

項
お
よ

び
二
項
に
よ
っ
て
基
本
権
と
し
て
保
障
さ
れ
て
い
る
と
し
つ
つ
、
ぞ
れ
に
対
応
す
る
形
で
ヴ
ア
イ
マ
ル
織
法

環
に
よ
っ
て
国
家
教
会
法
的
に
も
藻
聾
さ
れ
た
も
の
と
す
る
見
解
で
あ
る
。
そ
し
て
、
岡
家
教
会
法
上
の
保
憶
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ

ば
、
憲
法
上
の
規
定
は
、
団
体
の
組
議
そ
の
も
の
、
つ
ま
り
そ
の
組
織
上
の
自
治
お
よ
び
閤
家
と
宗
教
・
世
界
観
盟
体
と
の
関
係
を
開

(
鈎
)

題
に
す
る
こ
と
に
な
り
、
団
体
の
自
治
に
と
っ
て
は
、
国
家
と
当
該
団
体
と
の
関
係
に
つ
い
て
憲
法
上
の
秩
序
な
ら
び
に
富
市
出
な
宗



(
泊
)

教
・
世
界
観
の
制
度
的
条
件
の
確
保
と
い
う
も
の
が
保
障
さ
れ
る
べ
き
目
標
に
な
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
宗
教
・

世
界
観
団
体
の
問
題
は
、
集
団
的
な
宗
教
の
自
由
と
い
う
基
本
権
の
観
点
か
ら
だ
け
で
な
く
、
宗
教
団
体
法
制
と
し
て
の
国
家
教
会
法

制
と
い
う
観
点
か
ら
の
考
察
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

ドイツのJugendreligionをめぐる憲法問題(井上)
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時
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(U)

こ
の
点
の
指
摘
は
、
思
丘
号
釦
(
〉
EHM・
S
-
∞・

8
・
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
宗
教
と
世
界
観
の
平
等
な
取
扱
い
は
、
基
本
法
一
四

O
条
に
よ
っ
て
編
入
さ
れ

た
ヴ
ア
イ
マ
ル
憲
法
二
ニ
七
条
七
項
の
コ
つ
の
世
界
観
を
共
同
で
奨
励
す
る
こ
と
を
使
命
と
し
て
い
る
団
体
は
、
こ
れ
を
宗
教
団
体
と
同
等
に
取
り
扱
う
」
と

す
る
規
定
か
ら
も
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
条
文
に
つ
い
て
は
、
樋
口
陽
一
・
吉
田
善
明
編
「
解
説
世
界
憲
法
集
(
改
訂
版
)
」
(
一
九

九
二
(
初
宿
正
典
訳
)
に
よ
る
。

(
川
崎
)
連
邦
憲
法
裁
判
所
や
通
説
的
見
解
の
こ
の
よ
う
な
解
釈
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、
回
。
彦
司
号
o
F
h
r
切

O
B
F
R品目。
z
z
-
p
p
g
g
z
n
Z
回
。
E
E
Z，

。Fg-
∞・〉口同一
-uH唱
曲

M
-

∞・

5ω
同・
υ

〉
民
苫
門
日
開
mg-
∞
g
m
g
B
O
F
F
-
-
-
〉
口
出
-
-
z
s
-
回
日
同
誌
・

(mu)
見
。
国
自
国
耳
目
問
、

5
・
玄
E
H
E
u
f
M同
-
Q
Eロ島問。思什
Nu
内

O
B
B
g
g『・回
P
H
U
H由8
・
∞
・
∞
同
・
な
お
、
同
m
g
(〉ロ
B
H∞)・臼・

ω回
∞
に
よ
る
と
、

こ
の
う
ち
の
「
思
考
の
自
由
の
意
義
は
、
自
由
な
精
神
的
プ
ロ
セ
ス
の
保
障
の
た
め
の
価
値
決
定
的
な
原
則
規
範
と
し
て
す
べ
て
の
法
領
域
に
拡
散
す
る
効
果
か

ら
生
ず
る
」
と
す
る
。

(
m
g
F
W門E
E
(〉
EHM・
S
-
∞・

8
・
な
お
、
こ
の
宗
教
の
自
由
は
、
宗
教
的
教
義
そ
の
も
の
、
そ
し
て
宗
教
団
体
と
そ
の
信
者
と
の
聞
の
関
係
を
保
護
・
規
律
す

る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
は
団
体
内
部
の
規
律
・
秩
序
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
、
後
述
の
団
体
自
治
の
問
題
と
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
宮

E
s

hrNRue-Em(〉ロ
B
・
ω)、∞
-Eω
・

(
幻
)
同
U
5
3
p
h
r
由。
z
s
r
(〉ロ自・

H8.
∞・

5ω
・
な
お
、
こ
の
消
極
的
な
側
面
の
一
部
と
考
え
ら
れ
る
領
域
は
、
基
本
法
四
条
三
項
、
三
三
条
三
項
、
お
よ
び

一
四
O
条
に
よ
っ
て
編
入
さ
れ
た
ヴ
ア
イ
マ
ル
憲
法
二
三
ハ
条
三
項
、
四
項
、
一
四
一
条
に
よ
っ
て
も
規
定
さ
れ
て
い
る
。

n
d
 

(m)
〉
-
m・
o
・-∞

-
H
S・
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(
お
)
防
防
仏

RhH{〉
U
5
・
5.
∞・
H
加。

(
川
り
こ
の
両
方
の
規
定
に
よ
っ
て
山
総
数
約
結
社
の
臼
砲
が
係
嫁
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ヌ
芸
誌

h
v
N
H
3
0
E
g
〈〉口
HHwag-
岱

'
N
8
一
句
括

g
p
待問の一
Y
H
5
r

〈〉ロ
H
H
M
H
8
・∞
-
H印
刷
戸

〈
お
〉
凶
w
p《

2
3
(〉問問
M

・
S
-
m
-
N
H
・

(
お
〉
玄
室
マ
@
弘
子
議
鈎
滑
り
向
日
ロ

E
X
乱
。
吋
円
以
窓
口
品
2
n
y
g
w
φ

〉
氏
-

J

M

抑協帯、∞

-
g・
そ
こ
で
は
、
渡
滞
緩
法
裁
純
一
燃
の
判
例
を
引
用
し
て
、
「
宗
教
極
体
、
そ

の
構
成
総
緩
や
法
的
に
独
立
し
た
制
度
、
九
w
ら
び
に
‘
蝿
情
成
員
の
也
市
教
批
間
内
向
あ
る
い
は
祭
出
窓
口
自
の
奨
励
や
促
進
お
よ
び
祭
出
押
批
判
自
の
義
本
的
要
求
の
世
間
期
慣
と
い

う
世
相
務
的
佼
鞍
輔
の
実
現
を

g
柏
町
と
す
る
滋
人
は
、
四
条
の
釜
本
織
の
緩
い
手
で
有
り
得
る
い
と
す
る
。
ま
た
、

nHREm{〉叫
-ge
日明)噌回

-HO由
も
、
然
教
の
自

衛
は
線
開
問
的
な
宗
教
の
弱
虫
と
し
て
祭
教
'
世
界
観
団
体
に
絞
め
ら
れ
る
、
と
す
る
。

〈
幻
〉
こ
れ
に
調
達
し
て
、
ヘ
ル
ツ
ォ

i
ク
は
、
基
本
法
問
A
慨
を
こ
限
O
条
の
相
根
源
と
と
ら
え
、
祭
教
の
白
忠
の
傑
臨
時
を
然
教
法
上
の
根
本
裁
鍍
と
し
て
い
る
。
国
司

言
明
(
〉
喜
子
円
曲
)
、

m-
同
品
目
ま
た
、
レ
i
パ
は
も
「
総
本
法
四
条
一
環
は
{
骨
都
世
帯
仲
慌
に
緩
入
さ
れ
た
ヴ
ア
イ
マ
ル
憲
法
の
H
筆
者
)
教
会
A
m
柵
棋
の
解
釈
に
対
し
て

そ
の
解
釈
相
続
態
と
し
て
機
能
す
る
」
と
い
う
点
を
滋
機
し
、
四
条
一
頃
に
お
い
て
m
再
嫁
さ
れ
た
権
利
の
殺
僚
で
教
会
条
市
恨
の
各
規
定
を
潔
解
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
寸
る
。

F
8
9
(
〉ロヨ・

M
m
y
的・ゅ∞小

(
お
)
】
W
R凶α自
守
〈
〉
ロ
ヨ
芝
、
出
'
A
m
m
w

・

(
叩
岬
〉
〉
e
F
P・
m-H4e

(
知
山
〉
〉
eF{}ζ

由・同日開

〈
引
品
〉
〉
e
F
p
u
m
・A
伊丹

-114-

(2) 

宗
教
団
体
法
制
と
し
て
の
富
家
教
会
法
制

臣
家
と
宗
教
・
粧
界
観
団
体
と
の
関
係
の
規
律
と
い
う
問
題
に
欝
し
て
、
基
本
法
は
、
ヴ
ア
イ
マ
ル
-
無
法
の
宗
教
お
よ
び
宗
教
団
体

に
関
す
る
条
項
の
本
費
的
な
部
分
合
妥
協
的
に
そ
の
ま
ま
受
容
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
そ
れ
は
、
援
史
的
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
教

会
と
い
う
制
度
と
そ
こ
で
の
権
利
を
尊
重
し
て
そ
の
ま
ま
認
め
、
公
法
上
の
鵠
体
と
し
て
の
地
伎
を
帯
続
さ
せ
た
(
ヴ
ァ
イ
マ
ル
憲
ま



一
三
七
条
五
磯
〉
。
た
だ
、
そ
れ
ら
の
地
位
や
権
制
約
は
、
諜
史
的
に
形
成
さ
れ
て
き
た
も
の
と
し
て
教
会
に
だ
け
器
め
ら
れ
る
わ
け
で

は
な
く
、
現
在
で
は
ゼ
ク
テ
お
呉

g
〉
と
呼
ば
れ
る
小
宗
教
団
体
を
も
含
め
て
非
キ
リ
ス
ト
教
的
な
宗
教
教
固
ま
た
は
非
宗
教
的
な

殺
界
観
団
体
に
も
付
守
さ
れ
る
道
が
間
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
公
法
上
の
団
体
と
い
っ
て
も
、
現
在
の
基
本
誌
の
下
で
は
、
パ
ド
ゥ
i

日
ブ
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
そ
こ
に
は
税
法
上
の
権
援
を
含
め
た

{
廷
の
公
的
活
動
の
担
い
手
と
し
て
の
能
力
が
認
め
ら
れ
る
だ
け
で
、

宗
教
の
自
由
や
間
体
の
自
治
と
い
う
も
の
は
、
公
法
上
の
調
体
で
あ
る
と
否
と
に
関
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
諜
教
団
体
に
翠
め
ら
れ
る
こ

〈
沼
)

と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
ヴ
ア
イ
マ
ル
憲
法
の
条
項
を
受
容
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
宗
教
間
体
法
制
と
し
て
の
潤
家
教
会
法
制
も
、
基

本
法
の
下
で
の
宗
教
事
項
で
あ
る
こ
と
に
か
わ
り
は
な
い
。
そ
こ
か
ら
、
前
述
の
通
り
、
制
約
家
教
会
法
制
に
関
し
て
も
基
本
権
と
し
て

の
宗
教
の
自
由
令
中
心
に
す
え
て
考
え
な
け
れ
ぜ
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
閥
家
と
宗
教
・
世
界
韓
関
体
と

F
h
u
 

ドイツのJugendreligionをめぐゐ憲法問題{弁上}

の
関
係
に
お
い
て
、

一
体
宗
教
の
自
由
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
、
と
い
う
点
か
ら
み
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
こ
こ
で
重
要

項
お
よ
び
二
項
は
、

般
的
に
、
富
家
に
対
す
る
主
磁
的
訪
禦
権
と
し
て
思
考
・
告
白
・
行
為
の
自
由
を
保

な
の
が
、
基
本
法
西
条

嫁
す
る
と
共
に
、
客
観
献
法
的
機
能
と
し
て
間
出
家
と
宗
教
・
世
界
観
罷
体
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
錨
値
秩
序
を
含
ん
で
い
る
、
と
い
う
考

え
方
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
客
額
的
価
依
秩
序
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
が
、
同
家
の
宗
教
的
・
世
界
観
的
中
立
笠
宮
誌
は
m
w
M
r

(
明
品
〉

芯
け
)
お
よ
び
そ
の
寛
容
で
あ
?
た
。

こ
の
凶
家
の
宗
教
的
・
世
界
観
的
中
立
性
・
寛
容
は
、

一
密
O
条
に
よ
っ
て
基
本
法
に
受
容
さ
れ
た
ヴ
ア
イ
マ
ル
憲
法
一
三
七
条
一

墳
の
関
教
会
の
禁
止
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
家
と
宗
教
・
世
界
雛
毘
体
と
の
組
織
的
分
離

つ
ま
り
、
そ
れ
ら
の
団
体
を
国
家
行

政
の
山
内
部
に
取
り
込
む
こ
と
の
禁
止
、
そ
し
て
、
市
民
の
信
仰
・
不
信
織
に
関
し
て
評
織
を
下
す
こ
と
ゃ
あ
る
億
mmを
正
し
い
又
は
随

違
っ
て
い
る
と
判
定
す
る
こ
と
の
禁
止
を
意
味
す
る
。
さ
ら
に
そ
れ
は
、
一
一
一
条
忠
誠
と
連
携
し
て
、
特
窓
の
宗
教
・
世
界
観
の
特
権
化
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の
禁
止
、
そ
し
て
、
原
期
的
な
す
べ
て
の
宗
教
・
世
界
観
醒
体
の
平
等
車
扱
い
を
婆
謂
す
る
。
怒
し
、
前
述
の
公
法
上
の
間
体
と
し
て

の
地
位
を
有
す
る
教
会
や
宗
教
・
世
界
観
団
体
の
特
別
の
権
利
の
承
認
は
、
で
つ
ま
で
も
な
く
、
こ
の
特
権
化
の
禁
止
や
平
等
取
扱
い

(
泌
)

の
要
請
に
演
す
る
基
本
法
上
の
例
外
に
な
る
。

し
か
し
、
こ
の
特
権
化
の
禁
止
や
平
等
取
扱
い
の
要
請
に
対
す
る
基
本
法
上
の
儒
外
以
外
の
領
域
に
お
い
て
、
国
家
の
宗
教
的
・
後
(
お
)

界
観
的
中
立
性
は
、
国
家
と
宗
教
と
の
完
全
な
分
離
を
意
味
す
る
の
か
と
い
え
ば
、
ド
イ
ツ
で
は
そ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。

ま
ず
、
平
等
取
扱
い
の
要
請
の
場
閣
で
も
、
そ
れ
は
型
に
は
ま
っ
た
平
等
車
扱
い
が
要
請
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
個
々
の
宗
教
・
世

(
お
)

界
観
関
体
の
議
際
上
の
相
違
に
基
づ
く
一
区
別
は
許
さ
れ
る
、
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
家
の
宗
教
的
・
笹

界
観
的
中
立
性
は
、
国
家
が
来
教
・
世
界
観
団
体
に
対
し
て
無
関
心
で
あ
る
こ
と
を
要
請
し
て
い
な
い
、
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
と
い

う
の
J
旬
、

く
開
か
れ
た
民
主
的
プ
ロ
々
ス
に
お
け
る
宗
教
・
世
界
観
団
体
の
影
響
力
ゃ
、
文
化
国
家
と
し
て
の
ド
イ

ツ
に
お
け
る
溜
核
団
体
の
来
た
す
べ
き
役
割
は
、
間
家
に
宗
教
事
項
に
関
す
る
無
関
心
を
要
請
し
得
な
い
状
祝
へ
と
導
い
て
い
る
か
ら

(
抑
制
〉で
あ
る
。
こ
こ
に
、
悶
家
の
家
教
的
・
俊
界
鎖
的
中
立
性
が
顕
家
に
謀
せ
ら
れ
た
宗
教
事
項
に
関
す
る
権
限
の
眼
界
を
衡
定
す
べ
き
漂

出
に
な
る
は
ず
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
逆
に
、
第
教
的
-
世
界
観
的
な
綿
鴨
神
活
動
の
領
域
で
の
論
争
に
閤
家
の
関
与
を
認
め
る
と
共

に
、
自
由
な
共
同
体
に
お
け
る
関
家
と
宗
教
・
畿
界
鰻
鵠
体
と
の
笠
間
質
的
関
連
伎
に
つ
い
て
の
秩
序
づ
け
と
い
う
任
務
会
関
家
教
会
法

上
の
そ
れ
と
し
て
国
家
自
身
に
諜
し
、
そ
の
こ
と
富
体
も
間
家
の
宗
教
的
・
世
界
観
的
中
立
性
の

(
お
)

事
情
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

つ
の
構
成
饗
棄
と
す
る
ド
イ
ツ
の

基
本
法
の
下
で
の
宗
教
事
項
に
演
す
る
規
律
を
以
上
の
よ
う
に
と
ら
え
る
と
、
こ
こ
で
、
国
家
に
対
す
る
主
観
的
訪
禦
綴
と
し
て
の
、

そ
し
て
国
家
教
会
法
制
の
根
底
を
な
す
客
観
観
的
鍾
護
秩
序
と
し
て
の
基
本
法
四
条
一
項
お
よ
び
二
項
に
よ
る
宗
教
の
き
虫
の
保
障
そ
れ

自
体
の
意
味
、
さ
ら
に
そ
の
恕
界
が
出
問
題
と
な
っ
て
現
れ
て
く
る
。
確
か
に
、
四
条
一
項
お
よ
び
二
項
に
よ
る
謀
臨
海
は
、
ヴ
ア
イ
マ
ル



器
保

のニ
排五
除条
をに
もよ
たる
ら携
し仰
でお
い{よ
る~rf
O 良

し'い
かの

kB 
そり
れ揮
で興事

iまに
主と
牽膏 ・つ

的て
tr 湾、
自わ
aき
哩竺R 、-
毒事 と
にで
基 J
づ震
い教
で鈴
あ~

ゑき
柄悟
土問
主題
刀言 庁、

教諭

ご携
しの

弄言
観律
にの

関
す
る
関
難
と
考
え
る
場
合
に
は
、
そ
れ
を
常
に
宗
教
の
自
由
の
問
題
と
し
、
何
の
制
約
も
な
く
議
本
権
が
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
客
観
的
栖
値
秩
序
と
し
て
の
罷
家
の
宗
教
的
・
世
界
観
的
中
立
性
の
原
則
に
つ
い
て
も
、
思

家
が
無
関
心
で
い
ら
れ
な
い
領
域
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
マ
、
そ
こ
で
の
行
為
と
・
主
観
的
鈴
禦
権
と
し
て
の
京
教
の
自
由
と
の
関
係
は

ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
の
ま
さ
に
を
民
自
今
叩
ロ
位
。
ロ
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
る
訴
訟
で
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
が
議
説
さ
れ
、
そ
の
解
決
が

(総〉

求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
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(お〉

M
W

良
一
回
議
(
〉
口
自
・
由
)
明

me
抑制作

(お
)
m
m
w
W
〈〉
MMHPH恒
)λ
戸
師
同
∞
・
な
お
、
こ
の
国
家
の
宗
教
柏
町
喬
俊
樹
介
臨
照
的
中
立
性
は
、
限
条
だ
け
で
な
く
、
一
ニ
条
一
一
一
項
〈
僑
仰
・
宗
教
品
開
国
見
解
に
終
づ
く
不

利
益
録
制
掃
や
繕
再
選
也
市
澄
の
禁
止
)
や
一
…
一
一
ニ
品
別
立
項
(
市
民
権
維
守
の
事
受
に
関
す
る
信
仰
に
よ
る
幾
倒
的
の
禁
止
〉
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
幾
淡
士
一
一
六
条
一
項
〈
市
民
と
し

て
の
議
終
撞
職
務
に
関
す
る
信
教
の
自
由
の
無
効
回
京
〉
な
ど
の
規
定
に
よ
っ
ゼ
も
導
か
れ
る
。

{
き
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い

T
は
、
富
霊
祭

h
v
N
若丸山
g
(〉
ロ
自
・
臼
)
ふ
a

悼
会
一
聞
広
島
区

E
〈
〉
ロ
自
-
e
-
m・
8
同
円
一
念
話
器
〈
〉
H
k
p
s
y
m
-
H
S
一
安

g

〈〉

p
g・
-
5
・
m'
一w
M
師
一
阿
尋
問
日
後
(
〉
ロ
吉
出
品
〉
輔
的
・
哨
∞
・

〈
お
〉
こ
の
点
に
つ
い
て
、
ャ
ラ
ス
は
、
「
組
織
的
な
絡
会
は
鈴
き
れ
な
い
が
、
義
本
法
の
r
ー
で
は
、
出
国
家
と
教
会
と
の
完
全
な
分
離
は
存
獲
し
な
い
い
と
い
う
こ
と

脅
明
確
に
述
べ
て
い
る
。
弘
男
知
器
(
〉
口
自

'H5.
∞
‘
凶
抽
出
戸
ま
た
、
レ

1
パ
も
、
「
隣
家
と
教
会
の
瞬
間
に
は
、
柑
朝
廷
の
友
好
と
傷
働
の
間
関
係
が
存
夜
す
る
」
と
す

る
。
が
倫
明
傍
{
〉
P
E
-
M
g
w
∞・抑制“

(お
)

M

W

怠
凶
器
〈
〉
ロ

n・
s・日
e
g
u
E苦
{
〉
出
ヨ

-
N
5・
m-
抑
制
・
ま
た
、
こ
れ
に
開
問
速
し
て
、
前
掲
・
清
水
論
文
(
後
五
)
一
九
九
頁
で
も
、
「
法
品
別
に
す
べ

て
の
宗
教
関
体
の
た
め
の
機
会
均
等
が
滋
め
ら
れ
る
と
い
っ
て
も
、
大
教
会
と
小
き
な
宗
教
間
体
と
の
関
に
は
冨
僚
の
対
応
に
は
な
お
開
き
が
み
ら
れ
る
ん
と
し

て
い
る
。
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〈
幻
)
玄

E
E
険
制
ぽ
唱
。
出
喜
(
〉
ロ

B
・

s-m戸
時
品
悶
山
総
怠

2
p
(〉
E
g・
5
・
印
・
郁
戸
時
円
一

E
H
M
@
(
〉
ロ
自
-

M
掛
〉
‘
的
・

8
・
な
お
、
前
掲
持
拡
ニ
も
参
照
。

(
叩
却
)

M

W

摂

U
S
〈
〉
口
同
盟
・
由
)
、
由
・
由
開
門

〈
鈎
〉
こ
の
点
、
パ
ド
ゥ
ー
ラ
は
、
「
基
本
法
図
条
一
頃
お
よ
び
二
情
慣
が
ヴ
ァ
イ
マ
ル
憲
法
二
一
一
五
条
に
か
わ
る
こ
と
に
よ
る
変
更
は
、
「
一
般
柏
町
際
家
淡
隷
』
の
留

保
の
排
除
に
お
い
て
終
に
際
立
っ
て
い
る
い
と
す
る
。
∞
包

=
E
(〉
ロ
円
P
掛

Y
悶
・
伯
臼
凶
.

(紛怨〉ゆこM
の
』
含g
開
繋
。
ロ
邑
仏
呈
-
笠
包
。
き
ロ
に
よ
つ
て
蝿
媛
液
担
総
拙
さ
れ
る
閥
湾
同
廼
の
一
齢
絞
概
品
鈴
悶
斡
符
付
掛
徴
国
に
つ
い
て
は
、
州
勿
沼
州f伽

完
y宮C
け

gN
ロ岱壁の
}F凶-〉〉〉〉-刈ユ仲.品

C
0・
X
〈
耳
目

M申出
M-
∞・

M
M
S
2
5柏)・

3 

F
M
d
m
窓口仏円四円い
m
門
広
務
と
さ
れ
る
集
団
に
よ
る
問
題
提
起

(1) 

判
例
に
見
る
開
題
点

判
例
に
現
れ
る
ら
長
官
民
円
時
日
仲
間
吉
田
の
憲
法
問
題
は
、
大
ざ
っ
ぱ
に
こ
つ
の
類
型
に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
は
、
"
旬
以
m窓口仏門
ozm円
芯
ロ
と
さ

-118 

れ
る
集
閣
の
非
経
済
的
団
体
と
し
て
の
登
録
お
よ
び
権
利
能
力
の
取
得
と
の
関
連
に
お
い
て
、
そ
の
宗
教
諮
体
と
し
て
の
性
格
づ
け
を

め
ぐ
る
問
題
を
寂
り
扱
う
も
の
で
あ
り
、
第
一

は
、
宗
教
団
体
と
し
て
の
性
議
づ
け
も
出
問
題
に
な
る
の
で
は
あ
る
が
、
ぞ
れ
を
主
た
る

問
題
と
す
る
よ
り
も
む
し
ろ
、
公
的
機
関
や
第
三
者
か
ら
の
訟
哲
三

g
z
m
gと
さ
れ
る
集
団
に
対
す
る
意
見
表
明
の
形
で
行
わ
れ
る

織
の
評
価
的
言
動
を
め
ぐ
る
問
題
を
翠
り
扱
う
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
第

類
型
に
つ
い
て
の
判
例
を
み
て
み
よ
う
。
恭
本
語
一
四

O
条
に
よ
っ
て
編
入
さ
れ
た
ヴ
ァ
イ
マ
ル
憲
法
一
一
一
一
七
条
問
項

は
、
公
法
上
の
自
体
以
外
の
宗
教
晋
体
に
つ
き
「
民
法
の
一
一
般
規
定
に
よ
り
権
利
能
力
を
取
得
す
る
」
と
規
定
す
る
。
そ
れ
と
の
関
連

で
、
回
日

ω
一

一
定
の
要
件
を
備
え
た
罰
体
に
つ
い
て
の
非
経
清
的
思
体
〈

5
2
H
4
0
2
5
)
と
し
て
の
登
録
と
権
利
能
力
の

条
は
、

取
得
に
つ
い
て
規
定
す
る
。
た
だ
、
こ
の
非
経
済
的
問
体
と
し
て
の
登
識
と
権
利
能
力
の
取
得
に
対
し
て
は
、
営
利
目
的
を
有
す
る
こ

と
が
判
明
し
た
場
合
の
権
利
能
力
の
剥
奪
(
切
の
∞
密

と
、
行
政
庁
に
よ
る
登
録
に
対
す
る
異
議
取
立
て

条

治宝

(日凶(》∞ムハ



議
定
さ
れ
て
い
る
o
h
c
m雲
母
冊
以
柱
。
口
と
さ
れ
る
集
鴇
の
場
合
、
選
常
、
そ
の
財
源
確
保
の
た
め
に

定
の
営
業
活
動
〈
割
問
え
ば
、
雑

誌
の
販
売
、
有
料
の
講
座
や
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
デ
ィ
ス
コ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
経
営
な
ど
)
を
符
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
た
め
に
は
た

し
て
当
該
毘
体
が
非
椴
済
的
団
体
と
な
り
得
る
の
か
否
か
、
そ
し
て
そ
れ
と
関
連
し
て
そ
の
宗
教
団
体
牲
が
鰐
盤
と
な
る
。
そ
し
て
、

〈

似

〉

「
サ
イ
エ
ン
ト
ロ
ジ
!
」
を
め
ぐ
る
い
く
つ
か
の
事
件
で
は
、
ま
さ
に
こ
の
点
が
問
蟻
と
し
て
争
わ
れ
た
。
一
九
八
三
年
八
月
…
一
一
器

(
必
)

の
デ
ユ
ツ
セ
ル
ド
ル
フ
高
等
裁
判
所
の
決
定
は
、
議
接
そ
の
宗
教
団
体
性
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
「
サ
イ
エ
ン
ト

口、.
:/ 

持
活
動
に
つ
い
て
の
一
つ
の
興
味
あ
る
見
解
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
当
該
岡
山
体
の
自
己
理
解
に
碁
づ
き
、
そ
の
冨
体

に
よ
っ
て
伝
達
さ
れ
る
理
念
的
給
付
が
宗
教
的
・
世
界
観
的
内
容
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
当
該
語
体
・
を
∞
の
∞
一
一
一
条
の
意

味
で
の
非
経
済
的
議
体
と
し
て
承
露
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
当
一
該
間
体
は
、
宗
教
帰
川
澄
界
続
的
活
動
を
有
機
の
提
供
対
象
と
し
て
い

ドイツのJ誌gendreligionをめぐるヨ際法問題(井上)

る
以
上
、
営
業
的
組
織
形
式
で
追
求
さ
れ
る
本
費
約
に
経
済
的
な

g
的
を
特
撮
と
す
る
も
の
と
い
え
る
、
と
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

(
川
町
)

一
九
人
語
年
七
月
二
五
日
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
行
政
裁
判
所
の
判
決
な
ら
び
に
一
九
八
八
年
二
月
一
七
践
の
ハ
ン
ブ
ル
ク
地
方
裁
判
所
の

〈
“
情
〉

決
定
は
、
「
サ
イ
エ
ン
ト
ロ
ジ

i
」
を
憲
法
上
の
議
教
団
体
(
な
い
し
は
少
な
く
と
も
世
界
観
悶
体
)
と
み
な
し
た
。
前
者
は
、
当
議

-119-

間
体
が
人
間
を
務
神
的
存
在
と
と
ら
え
、
人
間
に
よ
っ
て
建
議
可
能
な
趨
趨
的
実
体
の
務
喪
を
前
提
と
す
る
以
上
、
十
分
そ
の
宗
教
関

体
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
、
後
者
は
、
当
該
団
体
が
、
非
経
演
的
間
体
と
し
て
の
霊
録
申
籍
に
際
し
て
添
付
し
た
間
体
約
款

か
ら
、
後
界
観
的
な
目
的
か
ら
だ
け
で
な
く
超
越
的
な
録
的
に
奉
仕
す
る
岡
山
体
と
し
て
結
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
そ
の
宗
教

閲
体
性
を
翠
め
た
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
前
者
は
、
訴
訟
の
本
来
的
請
求
で
あ
っ
た
券
経
済
的
団
体
と
し
て
の
権
利
能
力
剥
奪
に
対
す

る
異
議
に
関
し
て
、
当
該
間
体
は
基
本
法
関
条
に
よ
る
保
護
を
烹
載
し
得
る
が
、
そ
れ
は
法
人
法
に
よ
る
常
利
法
人
と
し
て
の
分
類
を

(
目
的
〉

排
除
す
る
防
禦
権
と
な
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
し
て
退
け
た
の
に
対
し
て
、
非
経
済
的
団
体
と
し
て
の
驚
録
の
可
杏
が
争
わ
れ
た
後

者
は
、
自
ら
そ
宗
教
団
体
と
考
え
る
も
の
に
営
利
法
人
と
し
て
の
権
利
能
力
の
取
得
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
、
キ
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定
の
料
金
を
求
め
る
活
動
令
行
う
こ
と
な
ど
か
ら
、
非
経
済
的
関
体
と
し
て
の
紫
鋒
お
よ
び
権
利
能
力
の
付

(
凶
明
〉

与
に
察
し
て
は
営
業
活
動
の
有
無
を
考
議
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
し
て
結
論
で
は
対
照
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

リ
ス
ト
教
系
の
教
会
も

第
二
類
型
の
判
例
で
も
、
F

】嘉言内田
2
2
E
O
Eと
さ
れ
る
集
毘
の
宗
教
盟
体
と
し
て
の
性
格
は
剛
問
題
に
な
る
。
た
だ
、
ぞ
れ
は
、
佐
官
s

忍
窓
口
ぬ
い

opに
対
す
る
公
的
機
関
の
意
見
表
現
に
よ
る
攻
撃
(
あ
る
集
留
を

FEmoE円四日荘
0
5
あ
る
い
は
な
雪
E
S
w
gと
し
て
公
表
す

る
こ
と
、
あ
る
い
は
、
あ
る
集
誌
の
括
動
が
有
害
で
危
険
な
も
の
で
あ
る
と
警
告
す
る
こ
と
)
を
基
本
法
西
条
一
項
お
よ
び
二
項
ぬ
宗

教
の
自
由
、
特
に
岡
家
の
議
教
的
・
世
界
線
的
中
立
性
の
開
銀
と
な
し
得
る
か
否
か
の
判
断
の
前
提
翼
惑
と
な
る
た
め
に
す
ぎ
な
い
。

そ
し
て
、
公
的
機
関
に
よ
る
攻
撃
を
糊
問
題
と
し
て
争
っ
た
の
が
、

議
の
「
輝
総
膜
聴
い
・
を
め
ぞ
る
事
件
で
あ
る
。

〈
抑
制
〉

一
九
八
五
年
八
月
八
昌
の
ミ
ユ
ン
ス
タ
l
上
級
行
政
裁
判
所
の
決
定
は
、
「
超
越
膜
想
い
が
人
間
の
生
命
の
灘
臨
時
に
つ
い
て
の
共
滋

の
見
解
を
持
つ
人
的
集
合
体
と
し
て
の
世
界
観
団
体
で
あ
る
こ
と
、
政
治
的
に
重
大
な
問
題
に
つ
い
て
の
意
見
表
明
機
は
連
邦
政
府
の

120… 

憲
法
上
の
権
限
に
属
し
、
特
践
の
法
律
上
の
根
拠
を
必
要
と
し
な
い
が
、
宗
教
的
・
世
界
接
的
中
立
性
の
要
請
に
よ
っ
て
制
課
さ
れ
る

こ
と
、
そ
し
て
、
基
本
法
認
条
(
お
よ
び

問
。
条
〉
に
よ
る
保
護
は
、
そ
の
活
動
が
青
少
年
の
精
神
的
そ
の
他
の
障
害
を
も
た
ら
す

-
も
の
で
あ
る
よ
う
な
、
ま
た
義
本
法
の
他
の
価
値
決
定
を
侵
饗
す
る
よ
う
な
団
体
に
は
器
め
ら
れ
な
い
こ
と
を
前
提
に
し
た
上
で
、
政

府
の
意
見
表
明
権
と
宗
教
的
関
・
没
界
観
的
中
立
性
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
一
術
者
の
関
係
を
明
徳
に
す
る
こ
と
は

握
難
で
あ
る
が
、
真
実
に
つ
い
て
の
意
見
表
明
が
中
立
牲
の
要
組
織
に
反
し
な
い
こ
と
は
難
い
な
く
、
ま
た
、

っ
て
確
設
さ
れ

た
も
の
を
超
え
る
髄
笹
評
罷
的
意
見
表
明
が
許
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
も
疑
い
が
な
い
、
こ
こ
で
閥
的
蕗
と
な
る

k
m
g内
山
富
山
お
窓
口
あ
る

い
は

hdmg向
日
出
品
な
と
い
う
表
現
は
、
偽
宗
教
、
い
か
が
わ
し
い
そ
し
て
人
格
破
壊
的
な
も
の
と
い
う
消
極
的
な
評
価
を
伴
う
集
国
を

想
起
ぢ
せ
る
が
放
に
、
あ
る
同
協
体
に
対
し
て
そ
の
表
現
を
患
い
る
こ
と
は
価
値
評
価
的
な
意
見
表
照
明
と
な
り
、
宗
教
的
・
澄
界
接
的
中
立

〈

崎

明

〉

(

品

開

)

殺
の
繋
繭
か
ら
許
き
れ
な
い

J
」
の
よ
う
な
見
解
に
対
し
て
、
一
九
八
五
年
九
月
一
一
一
一
一
日
の
マ
ン
ハ
イ
ム
高
等
行
政
裁
判
所
の
決
定
(
こ



れ
は
「
鶏
越
嘆
懇
い
で
は
な
く

グ
ワ
ン
漣
動
」
に
対
す
る
ラ
ン
ト
政
府
の
意
見
表
明
を
め
ぐ
る
事
件
で
あ
る
)
は
、

nzm自主
m
o
r
s

仲
間
と
い
う
表
現
は
山
内
容
上
の
評
価
な
し
に
様
々
な
関
係
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
表
現
が
あ
る
団
体
に
対
す
る
消
極

的
評
揺
を
伴
っ
て
い
る
の
か
否
か
は
疑
わ
し
い
と
の
判
断
の
下
に
、
政
府
空
実
体
的
な
評
鏑
な
し
に
い
わ
ゆ
る
臼
図
的
問
昆
即
時
w
gに
よ
っ

て
引
き
起
こ
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
青
少
年
へ
の
影
響
を
抽
象
的
に
指
織
す
る
だ
け
で
は
、
基
本
法
四
条
か
ら
導
か
れ
る
隣
家
の
宗
教

的
・
世
界
観
的
中
立
性
に
反
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ぞ
れ
は
予
防
的
・
饗
察
品
開
捜
鷺
の
報
憾
に
お
け
る
政
府
の
権
限
に
含
ま
れ
る
、
と

五
日
の
札
制
に
お
い
て
、

し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、

一
九
八
九
年
八
丹

間
条

項
お
よ

び
二
壌
の
基
本
権
も
無
制
約
で
保
障
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
援
界
は
憲
法
の
統
一
性
の
原
則
に
よ
っ
て
地
の
基
本
法
の
競
走

か
ら
導
き
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
故
に
、
宗
教
の
富
市
出
へ
の
題
家
の
介
入
も
直
接
的
な
憲
法
上
の
正
当
伎
を
持
活
婆
と
す
る
と

の
判
断
を
前
提
に
、
市
民
の
生
命
・
身
体
的
十
全
性
・
健
康
を
{
す
る
と
い
う
菌
家
の
保
護
義
務
や
憲
法
上
必
要
と
さ
れ
る
青
少
年
保
護

ドイツのJugendrei電l0nをめぐる祭主長関怒{井上〉

と
い
う
利
益
に
つ
い
て
の
悶
家
の
責
怪
か
ら
、
さ
ら
に
、
告
ら
の
を
務
遂
行
の
た
め
に
大
衆
に
対
し
て
自
ら
の
立
場
を
示
し
、
語
告
や

欝
告
を
発
す
る
と
い
う
憲
法
上
の
権
限
か
ら
、
連
邦
政
府
が
「
却
純
情
聴
膜
想
い
に
対
し
て

p
m
g門
山
田
島
芯
と
の
表
現
を
屠
い
た
と
し
て
も
、

ぞ
れ
は
架
教
の
自
由
に
対
す
る
許
き
れ
な
い
俊
答
と
は
な
ら
な
い
、
と
し
た
。

ラ
ジ
ニ

1
シ
運
動
己
に
関
す
る
関
種
の
問
問
題
も
、

グ
ワ
ン
灘
動
い
〈
あ
る
い
は

〈

m
M
)

所
の
決
{
廷
で
、
「
趨
越
慎
想
い
安
め
ぐ
る
事
件
の
判
断
を
議
礎
に
、
政
府
の
憲
法
上
の
保
護
義
務
お
よ
び
憲
法
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
意

一
九
九
一
年
一
二
月

三
疫
の
連
邦
行
政
裁
判

見
表
明
権
を
そ
の
ま
ま
利
用
す
る
こ
と
で
処
理
さ
れ
た
。
た
だ
、

グ
ワ
ン
灘
動
い
に
関
連
す
る
訴
訟
で
は
、
「
銀
銭
欝
懇
い
に
類
似

す
る
公
的
機
関
の
直
接
的
な
攻
撃
だ
け
が
鵠
議
に
な
る
わ
け
で
は
な
く
、
合
的

8
門
町
時
間
柱
。
"
に
対
し
て
批
判
的
e

攻
繁
的
な
態
度
を
一
本

す
私
的
団
体
へ
の
政
府
の
資
金
補
助
の
問
題
も
議
恕
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、

(
臼
)

の
判
決
は
、
「
パ
グ
ワ
ン
運
動
」
が
基
本
法
器
条
一
演
の
意
味
で
の
宗
教
上
の
信
仰
告
自
を
前
識
に
し
て
い
る
と
認
め
た
上
で
、
義
本

九
八
五
年

月

一
認
め
ケ
ル
ン
行
政
裁
判
所
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法
四
条

壌
の
基
本
権
は
純
粋
な
経
済
活
動
や
人
間
の
券
厳
を
侵
害
す
る
行
為
の
た
め
に
主
張
さ
れ
得
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
宗

教
活
動
と
当
該
基
本
権
と
無
関
係
な
語
畿
が
不
可
分
の
関
係
で
結
び
つ
き
、
後
者
が
全
体
的
活
動
を
特
額
づ
け
る
よ
う
な
場
合
に
は
宗

教
の
告
白
に
よ
る
基
本
権
保
護
は
拒
絶
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
で
の
「
パ
グ
ワ
ン
運
動
」
の
話
動
は
経
済
的
制
利
益
の
渇
求

を
そ
の
特
徴
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
mw
話
動
が
人
聞
の
尊
厳
を
穫
祭
す
る
と
い
う
十
分
な
根
拠
も
存
在
し
な
い
と
し
、
資
金

補
助
の
問
題
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
晃
解
を
示
し
た
。
「
パ
グ
ワ
ン
連
動
」
に
対
し
て
批
判
的
な
態
度
を
示
す
私
的
関
体
へ
の
連
邦
政

府
の
費
金
補
助
は
、
盗
殺
似
私
的
団
体
が
侮
辱
的
な
方
法
で
「
バ
グ
ワ
ン
運
動
」
を
批
判
す
る
限
り
に
・
お
い
て
、
そ
の
宗
教
の
自
由
へ
の

侵
害
に
当
た
り
、
臨
ら
で
は
な
し
得
な
い
よ
う
な
任
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
第
三
者
を
訓
利
用
す
る
も
の
ゼ
あ
る
限
り
に
お
い
て
、

の
宗
教
的
・
世
界
観
的
中
立
候
の
袈
舗
に
も
違
反
す
る
、
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
資
金
祷
劫
に
よ
る
助
成
措
壁
は
、
「
パ
グ
ワ
ン
運
動
」

が
他
者
の
基
本
権
や
そ
の
他
の
憲
法
上
の
法
益
令
侵
害
し
て
い
る
と
い
う
事
実
を
確
寵
し
得
な
い
た
め
に
、
ぞ
れ
が
「
パ
グ
ワ
ン
運
動
」

-122… 

の
基
本
穣
を
限
界
づ
け
る
憲
法
上
の
法
益
保
護
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
い
う
理
由
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

以
上
の
よ
う
な
ケ
ル
ン
行
政
裁
判
所
の
判
決
に
よ
る
と
、
資
金
祷
助
の
問
題
に
関
し
て
も
、
直
接
そ
こ
で
は
認
め
ら
れ
て
は
い
な
い

が
、
前
述
の
政
府
に
よ
る
意
見
表
明
の
場
合
と
碕
じ
よ
う
に
憲
法
上
の
法
益
保
護
な
ど
の
政
府
の
織
法
上
の
権
援
と
い
う
観
点
だ
け
か

ら
正
当
化
で
き
る
場
合
が
あ
る
よ
う
に
読
む
こ
と
も
可
龍
で
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
政
府
は
、
憲
法
上
、

pm窓
口
玲
曲
目
釘
宮
口
に
対
し

て
、
意
見
表
明
権
に
よ
っ
て
直
接
的
に
攻
撃
す
る
だ
け
で
は
な
〈
、
自
己
の
判
断
に
碁
づ
急
第
三
者
へ
の
援
助
に
よ
っ
て
間
接
的
に
も

攻
撃
可
龍
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
間
題
に
つ
い
て
、
資
金
補
助
を
議
し
て
の
基
本
権
穫
祭
開
の
問
題

は
意
見
遊
間
約
権
や
保
護
義
務
と
い
っ
た
政
府
の
権
問
獄
行
使
に
よ
る
車
接
的
行
為
と
事
情
が
異
な
る
と
い
う
錨
観
点
か
ら
の
判
断
を
示
し
た

(
日
)

九
九
二
年
三
月
二
七
告
の
達
邦
行
政
裁
判
所
の
判
決
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、

の
が

定
の
議
教
団
体
の
作
恕
に
つ
い
て
大
衆
に
警

告
を
発
す
る
私
的
関
体
へ
の
資
金
補
助
に
よ
っ
て
国
家
は
当
該
京
教
団
体
の
基
本
権
へ
の
介
入
を
宥
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
の
よ
う



な
助
成
措
置
に
は
当
該
介
入
・
忠
弘
正
当
化
し
得
る
法
律
上
の
授
権
が
必
要
に
な
る
、
ま
た
、
行
政
府
に

定
の
任
務
を
与
え
る
法
律
上
の

規
定
は
、
そ
こ
か
ら
自
由
の
制
捜
に
つ
い
て
の
授
権
が
十
分
開
明
確
に
引
き
出
向
さ
れ
る
場
合
に
の
み
、
事
実
上
の
藤
本
権
へ
の
介
入
を
ま

当
化
す
る
た
め
に
科
用
さ
れ
得
る
、
さ
ら
に
、
資
金
補
助
が
当
該
助
成
関
係
に
お
け
る
第
三
者
の
悲
本
擁
護
害
と
結
び
つ
く
場
合
、
予

〈山崎〉

算
に
お
い
て
そ
の
資
金
を
準
備
し
て
い
る
だ
け
で
は
当
該
措
置
の
十
分
な
根
拠
と
は
な
ら
な
い
、
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

な
お
、
訴
訟
に
お
い
て
は
、
前
述
の
問
問
題
以
外
に
も
、
費
金
補
助
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
、
単
純
に
私
人
〈
例
え
ば
大
教
会
の
苅
祭

や
牧
郎
、
議
員
や
副
秘
書
の
私
的
発
言
)
に
よ
る
公
的
機
関
に
よ
る
の
と
詞
じ
よ
う
な
攻
撃
か
ら
の
保
護
の
問
題
も
援
認
さ
れ
る
が
、

「
統
一
一
教
会
」
を
め
ぐ
る
そ
の
よ
う
な
事
件
は
、
連
邦
通
常
裁
判
所
に
叢
る
ま
で
の
す
べ
て
の
裁
判
所
に
お
い
て
そ
の
保
護
は
認
め
ら

(
民
)

れ
な
か
っ
た
、
と
さ
れ
て
い
る
。

ドイツのお草加dreligionをめぐる緩まま湾題(弁上)

(HM)

な
お
、
以
下
で
』
居
間
富
島
芝
日
開
岩
田
に
よ
っ
て
後
押
配
さ
れ
る
訴
訟
を
絞
り
上
げ
る
場
合
、
そ
の
間
体
そ
の
も
の
が
訴
訟
遂
纂
殺
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

師
同
仲
悼
の
地
域
柏
町
下
錦
組
織
や
渓

gMV当
事
者
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
こ
こ
で
付
記
し
て
お
く
。

〈州知〉

O
F
G
忠
喜
別
品
。
吋
崎
駅
員
除
「
〈
O
自

-
P
F
S
界
記
巧
H
g
p
m・
M

認
・
な
お
、
こ
の
事
件
で
の
給
総
は
、
精
神
的
般
を
あ
る
描
恨
の
緩
淡
豹
財
に
応
乙

て
京
場
化
し
、
そ
の
療
に
当
該
精
神
的
関
般
の
勢
及
を
営
業
釣
輯
組
織
形
式
に
お
い
て
追
求
き
れ
る
齢
期
数
的
総
宙
飛
と
密
接
に
関
連
づ
け
る
よ
う
な
図
体
は
、
切
の
M
W叩

二
車
慣
の
家
臨
時
で
の
営
利
岡
出
俸
に
分
類
さ
れ
得
る
、
と
す
る
。

〈
幻
〉
〈
Q

Y白
ん
い
ロ
白

F
S
C
3
・
5
8
M
印・叫・戸田部品嶋仏露両
4
4
・
M
1
g
n
F
巴
〈
巴
・
添
加
叫
切
開
・
叫
帥
曲
.

(
g
v
o
m静岡
揖

Z
G
E
R
E
-
g
g
q・
M
M
惜∞∞・吋
A
h
t

司
昌
信
タ
∞
-
M
会叫

(
江
制
)
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
切

E
C
E
〈〉
M
M
肖

f

y
悶
雲
町
・

〈

M叩
〉

ザ

向

白

羽

5
g
-
m
-
M問
問
帥
・

〈川町〉

O
〈
Q
玄
昨
屈
け
め
司
容
詩

z・
5
g
p
∞・
M

出掛削
w
m〈要
N

H

唱曲戸田

8
0・

(
同
制
)
〉
・

F
o
a
m
-
品
O
M
.
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(
品
目
)
〈
図
。
玄
E
ロ
F
E自
国
@
R
E
-
A
5
目
M
U
・
由
5
8
・

e巴
自
巧
-
M
4
z
s
-
U
〈
巴
・
5
笥
・
臼
・
3
0
・
な
お
、
こ
の
結
論
に
つ
い
て
は
、
Z
〈
唱
N
5
8
・
m
-
串

D
H
・
な
お
、
こ
の
裁
判
所
は
、
一
九
八
八
年
十
月
四
日
の
決
定
で
も
、
仏
国
包
邑
E
r
g
と
い
う
概
念
が
消
極
的
な
意
味
内
容
を
持
た
な
い
も
の
と
し
た
上
で
そ
れ

を
あ
る
団
体
に
対
し
て
使
用
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
し
、
政
治
的
な
論
争
の
範
囲
に
お
い
て
意
見
表
明
す
る
政
府
の
憲
法
上
の
権
限
は
宗
教
領
域
に
も
及
び
、
白
守

岡

O
E
g
r
g
の
組
織
や
活
動
に
つ
い
て
の
情
報
を
用
意
す
る
権
限
を
も
含
む
、
と
す
る
判
断
を
示
し
て
い
る
。
〈
の
国
玄
宮
田
町
旦
自
国
O
R
E
-
A呂
田

F
H
0
・
目
白
∞

∞
Z
P
『
毛
足
∞
由
回
・
M
M
g
・

(
印
)
回
〈
@
氏
。
(
「
同
m
w
目
目
。
司
ι
富
国
同
・
m
g
ロ
回
目
m
w
g
)
回
O
R
E
-
-
g
目
目
印
・
∞
g
g
-
Z
L
d司
忌
g
-
m
-
U
M
g
・

(
日
)
回
〈
胃
唱
の
回
@
R
E
・
A
B
目
5
.
u
.
5
由
Y
Z
P
『
宅
目
白
白
F
m
・
-
寸
」
『
0
.

(
臼
)
〈
の
同
町
E
C
ユ
・

5
目
H
N
・
Z
・
-
由
∞
印
・
ι
E
E
d司
-M4Eロ
N

・
0
〈
巴
・
5
∞
斗
・
臼
・
芯
白
血
『
斗
印
。
ま
た
、
こ
の
判
決
に
つ
い
て
は
、
m
n
z
o
Z
(
〉
ロ
目
・
8
)
・
臼
・

ロ
包
に
お
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
事
件
で
は
、
「
パ
グ
ワ
ン
運
動
」
に
対
し
て
侮
辱
的
な
言
動
行
易
を
行
っ
て
き
た
労
働
団
体
に
対
す
る
連
邦

政
府
(
連
邦
青
少
年
保
健
省
)
の
資
金
補
助
が
問
題
と
さ
れ
た
。

(
臼
)
回
〈
胃
唱
の
C
ユ
・

5
目
ミ
-
u
・
5
g
-
Z
P
『
宅
S
S
-
m
-
M
串
曲
目
・
な
お
、
本
文
中
で
述
べ
た
裁
判
所
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
F
P
・

c
・-m-MS由・

(
日
)
こ
の
判
決
で
は
、
こ
れ
ら
以
外
に
も
、
あ
る
団
体
は
、
そ
の
宗
教
的
・
世
界
観
的
教
義
が
経
済
目
的
追
求
の
口
実
と
し
て
し
か
役
立
た
な
い
よ
う
な
場
合
に

は
、
宗
教
の
自
由
と
い
う
基
本
権
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
な
い
、
ま
た
、
そ
の
団
体
が
も
っ
ぱ
ら
経
済
的
に
活
動
し
て
い
る
場
合
に
は
、
宗
教
の
自
由
の
保
護
は
存

在
し
な
い
、
と
い
う
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
F
P
・

c
・
-
∞
・
N
S
3
.

(
日
)
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
回
p
ι
E
E
(
〉
ロ
目
・

5.
∞・

2.

-124ー

(2) 

問
題
の
整
理
と
検
討

い
わ
ゆ
る

p
m
g骨
由
ロ
E
oロ
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
る
第
一
の
問
題
は
、
前
述
の
判
例
で
の
論
点
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
当
該
団
体

(
日
)

が
宗
教
の
自
由
と
い
う
基
本
権
を
援
用
で
き
る
宗
教
団
体
と
い
え
る
の
か
否
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
も
の
、
宗
教
的
・

(
閉
山
)

世
界
観
的
目
的
以
外
の
目
的
を
持
つ
団
体
、
例
え
ば
営
利
団
体
や
企
業
は
基
本
法
四
条
を
援
用
し
得
な
い
、
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
が
宗
教
団
体
(
な
い
し
は
そ
れ
と
同
置
さ
れ
る
世
界
観
団
体
)
と
さ
れ
た
と
し
て
も
、
は
た
し
て
そ
の
活
動



が
宗
教
の
自
由
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
得
る
も
の
と
な
る
の
か
否
か
、
と
い
う
こ
と
も
開
蕗
と
な
る
。
と
い
う
の
も
、
議
教
間
体
の
鴻
鱗

の
す
べ
て
が
宗
教
の
自
由
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
わ
け
で
な
く
、
連
邦
憲
法
裁
判
訴
の
判
掛
に
よ
る
と
、
器
本
法
は
「
現
在
の
文
化
問

(
問
調
〉

民
の
下
で
壁
史
的
展
開
の
中
で
一
定
の
意
見
の
一
致
を
み
る
道
徳
的
基
本
晃
解
に
基
づ
い
て
形
成
さ
れ
た
い
行
為
だ
け
令
保
護
す
る
、

と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
、
』
回
関
宮
内
日
早
口
向
島
C
ロ
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
る
話
量
で
は
、
こ
の
二
つ
の
問
題
が
別
々
に
出
て
く
る
わ

け
で
は
な
く
、
し
ば
し
ば
相
互
に
関
連
し
な
が
ら
詞
時
に
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
理
由
は
、
佐
官
誌
富
山
仲
柱
。
ロ
の
活
動
自

体
を
間
関
頭
と
す
る
こ
と
で
、
そ
の
よ
う
な
活
動
を
す
る
集
部
を
宗
教
冨
体
と
露
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
否
か
が
争
わ
れ
る
た
め
で
あ

る。
こ
の
点
、
斑
に
み
た
通
り
、
判
例
で
は
通
常
の
場
合
、

'xm内
需
ロ
身
長
柱
。
ロ
と
さ
れ
る
集
屈
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
自
己
理
解
に
盆
い
、

議
教
関
体
な
い
し
は
世
界
観
間
体
と
し
て
の
基
本
権
上
の
地
設
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、

h
u
m吉弘
2
2
E
S
で
あ
っ
て
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も
、
そ
の
自
己
瑚
解
に
よ
る
と
、
細
胞
拙
閥
的
な
俊
界
像
'
人
鶴
像
を
持
つ
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
宗
教
・
世
界
観
と
い
う
基
準
を
満
た
す

{ω〉
〈

飢

W
〉

こ
と
に
由
来
す
る
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
に
間
体
の
議
迅
理
解
に
議
点
を
鷺
い
た
な
ら
ば
、
そ
の
間
体
の
活
動
が
主
に
経
詩
的
な
い
し

は
政
治
的
な
も
の
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
た
場
合
、
当
該
語
体
の
語
一
M
M
潔
解
令
指
摘
す
る
だ
け
で
は
た
し
て
そ
の
宗
教
師
体
設
が
示
さ
れ

{幻〉

て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
欝
離
が
綾
加
給
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
観
点
か
ら
、
前
述
の
デ
ユ
ツ
七
ル
ド
ル
フ
高
等

裁
判
所
は
、
「
サ
イ
エ
ン
ト
ロ
ジ
l
」
を
営
業
的
組
蟻
形
態
で
渚
求
さ
れ
る
本
質
的
に
縦
済
的
な
閥
的
を
特
搬
に
す
る
も
の
と
し
て
、

そ
の
非
経
済
的
団
体
と
し
て
の
壁
録
と
権
利
義
カ
の
設
得
を
在
定
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
自
ら
が
議
教
団
体
で
あ
る
と
主
張
す
る

集
団
に
対
し
て
、
そ
の
活
動
を
理
由
に
し
て
、

つ
ま
り
、
そ
こ
で
の
活
動
が
基
本
法
の
窯
教
の
自
由
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
稽
な
い
と
い

う
こ
と
か
ら
、
当
該
団
体
の
宗
教
富
体
性
そ
の
も
の
を
吾
定
し
て
し
ま
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
そ
れ
が
可
捷
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

そ
の
こ
と
自
体
が
当
該
団
体
の
宗
教
の
喜
由
を
侵
害
し
、

一
定
の
宗
教
観
・
世
界
観
の
国
家
に
よ
る
押
し
つ
け
と
し
て
器
家
の
宗
教
的
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〈

mm)

世
界
観
的
中
立
性
に
反
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
こ
と
に
配
慮
し
て
か
吾
、
か
は
定
か
で
な
い
が
、
判
例
上
、

公開内部
M
M

身
長
m
F
O
ロ
と
さ
れ
る
集
団
の
宗
教
理
体
性
そ
の
も
の
・
を
否
定
す
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
見
あ
た
ら
ず
、
む
し
ろ
そ
の
活
動
に
対
す

る
基
本
法
四
条
一
項
お
よ
び
一
一
項
の
適
用
可
能
性
が
検
討
さ
れ
る
こ
ど
に
な
る
。

こ
こ
で
、
宗
教
間
体
の
活
動
を
ニ
つ
に
区
制
約
し
て
考
え
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。

つ
は
、
外
見
上
議
教
活
動
と
は
い
え
な
い
よ
う

な
も
の
明
、
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
基
本
法
四
条

喋
お
よ
び
二
項
の
内
在
韓
制
約
に
関
わ
る
活
動
で
あ
る
。
こ
の
前
者
の
活
動
に
関
し

て
、
パ
ド
ゥ

l
-フ
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
倒
え
ば
雑
誌
の
猿
売
の
よ
う
に
、

一
見
す
る
と
続
済
活
動
で
あ
っ
て
も
、
ぞ
れ
が
一
定
の

京
教
・
世
界
翻
の
布
教
と
み
な
せ
得
る
よ
う
な
場
合
、
あ
る
い
は
慈
善
行
為
の
よ
う
な
窮
教
活
動
に
属
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
場
合
、

ま
た
、
経
済
活
動
・
政
治
活
動
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
祭
教
団
体
の
宗
教
的
基
本
経
務
に
と
っ
て
本
質
的
に
必
要
な
も
の
で
あ
る
場
合

に
は
、
当
該
活
動
は
宗
教
の
段
街
の
保
護
対
象
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
あ
る
活
動
、
特
に
経
済
拍
動
が
宗
教
語
体
の
宗
教
陸
的
を

-126-

部
次
議
す
る
だ
け
の
も
の
、
宗
教
的
に
意
味
を
付
与
さ
れ
て
い
る
だ
け
の
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
宗
教
団
体
の
議
教
的
確
信
と
の

実
費
的
期
限
連
性
が
あ
る
毅
り
で
間
体
自
治
の
問
問
題
と
し
て
の
保
護
が
与
え
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
活

動
は
、
基
本
法
四
条
一
項
お
よ
び
ニ
現
に
よ
る
保
護
で
は
な
く
、

一
酉
O
条
に
よ
っ
て
受
容
さ
れ
た
ヴ
ア
イ
マ
ル
憲
法
一

〈

ω)

の
下
で
の
「
す
べ
て
の
入
に
過
滞
さ
れ
る
法
律
の
範
能
向
」
で
認
め
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
な
る
。
こ
の
場
合
で
も
や
は
り
、

一
七
条
一
一
一
項

問
阿
部
総
の
活
動
が
宗
教
的
義
本
任
務
に
と
っ
て
本
賞
的
に
必
要
か
菅
か
、
宗
教
的
確
信
と
の
実
質
的
関
連
性
が
あ
る
の
か
否
か
に
つ
い
て

(
制
関
〉
ー

の
判
断
は
、
当
該
活
動
を
行
、
つ
闇
体
の
自
己
理
解
に
大
さ
く
依
存
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
自
己
理
解
を
喰
一
の
基
準
と
す
る
の
で
は

定
の
境
界
一
関
定
統
念
の
憲
法
上
の
意
味
に
基
づ
く
判
断
が
必
療
と
さ
れ
る
、
と
パ
ド
ゥ
!
日
フ
は
指

な
く
、
家
教
や
世
界
観
と
い
っ
た

〈
叫
W
〉

摘
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
「
憲
法
上
の
意
味
に
藤
づ
く
判
断
」
が
前
識
の
「
盤
史
的
展
開
の
中
で
:
:
:
形
成
さ
れ
て
き
た
」
行
為
の

(mw) 

保
護
を
基
準
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
新
た
な
宗
教
団
体
と
し
て
の

p
m由
EE--柱
。
ロ
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
そ
の
保
護
に
関
し
て
麓
大
な



問
題
と
な
る
よ
う
に
患
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
問
題
と
共
に
、
よ
り
媛
大
な
問
問
題
を
提
恕
す
る
の
が
宗
教
の
自
由
の
内
在
的
輯
約
で
あ
り
、
こ
れ
が
判
健
に
現
れ
た

宗
教
事
壌
に
つ
い
て
の
意
見
表
明
と
い
う
形
式
で
の
欝
家
の
介
入
権
限
と
い
う
第
一
一
の
開
題
と
関
連
す
る
。
確
か
に
、
藤
本
法
西
条
に

お
い
て
「
法
律
の
欝
保
」
が
排
除
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
宗
教
の
・
自
由
(
特
に
宗
教
活
動
の
自
由
)
は
、
連
邦
織
法
裁
判
所
が
い
う

定
の
内
在
的
制
約
に

mmす
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
。
た
だ
、

FFmmp仏吋品川何一い
O
ロ
に

よ
っ
て
提
起
さ
れ
る
訴
訟
で
は
、
こ
の
内
在
的
額
約
に
関
わ
る
活
動
の
規
制
約
が
問
題
と
な
る
の
で
は
な
く
、
内
表
的
制
約
に
欝
わ
る
行

通
り
、
無
制
約
で
保
障
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

為
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
理
由
に
し
た
鵠
家
の
保
護
義
務
に
基
づ
く
一
定
の
評
価
的
替
動
に
よ
る
公
的
機
関
の
警
告
が
問
題
と
な
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
人
聞
の
尊
厳
に
反
す
る
よ
う
な
自
由
剥
奪
行
為
、
性
的
濫
用
行
為
、
盤
底
衡
の
よ
う
な
マ
イ
ン
ド
・
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
や
精
神
操
作
、
さ
ら
に
そ
の
他
の
入
聞
の
昌
己
決
定
を
排
除
す
る
よ
う
な
行
為
が
宗
教
の
自
由
の
内
在
的
な
緩
界
を
鰯
え

〈

M
引
〉

る
こ
と
に
な
る
の
は
い
う
ま
マ
も
な
く
、
も
し
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
そ
れ
ら
の
行
為
が
な
m

窓
口
骨
色
ぬ
い
き
に
よ
っ
て
な
さ
れ

(
岡
山
)

て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
行
為
が
規
制
約
さ
れ
る
こ
と
に
は

127ー

土井醐期間法嘩凪る
h
t

、
めi
M

Z

M
仲
間

1
0
5
に
つ
い
て
の
大
衆
へ
の
警
告
な
い
し
は
一
定
の
意
見
表
明
合
国
家
自
身
が
行
い
得
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い

。
-m貯問Ju n

 
e
 

p
b
 
u
 

v
d
 
のリノイzya 

応
の
理
由
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
二
況
の
場
合
に
間
関
家

富
身
が
人
関
空
尊
厳
を
保
護
し
、
他
殺
の
基
本
権
侵
害
合
予
防
す
る
と
い
う
田
家
の
恭
本
権
保
護
義
務
が
競
め
ら
れ
る
こ
と
に
も
現
在

(
品
開
)

の
と
こ
ろ
異
論
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
内
装
的
制
約
の
存
在
お
よ
び
麗
家
の
基
本
権
保
護
義
務
か
ら
、
は
た
し
て
な
君
主
z

は
、
間
家
議
身
に
よ
ら
な
く
て
も
、
仏
語

g今
回
目
お
い
onに
対
す
る
批
判
的
な
立
場
か
ら
そ
の
よ
う
な
警
告
を
発
す
る
私
的
間
体
に
資
金

被
助
と
い
う
助
成
措
機
を
と
っ
て
も
鴎
難
に
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
の
こ
の
場
合
に
は
、
宗
教
の
・
自
由
の
内
在
的
制
約
と
は
別
の
、

FEm雲
母
性
的
ぃ
S
と
さ
れ
る
集
閉
そ
の
も
の
の
宗
教
の
窓
践
と
い
う
基
本
権
侵
饗
が
あ
る
の
か
否
か
、
そ
し
て
当
該
意
見
表
明
や
助
或

措
擦
は
盟
家
の
宗
教
的
・
世
界
観
的
中
立
性
に
議
反
し
て
い
な
い
か
管
か
と
い
う
問
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
思
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え
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
と
の
関
係
で
パ
ド
ゥ

i
ラ
は
次
の
よ
う
に
い
う
。
宗
教
の
自
儲
は
欝
家
に
よ
る
保
障
で
あ
り
、
関
家
の
法
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ

る
べ
き
自
由
で
あ
る
か
ら
、
宗
教
の
自
由
の
秩
序
づ
け
や
境
界
甑
定
は
額
家
お
よ
び
悶
家
の
法
秩
序
の
問
題
で
あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ

ば
当
該
自
由
の
内
容
は
裁
判
上
確
定
し
得
ず
、
宗
教
的
・
没
界
観
的
に
申
立
的
な
顕
家
は
す
べ
て
の
人
に
対
す
る
謀
議
義
務
そ
し
て
愈

(
初
)

法
秩
序
の
保
障
義
務
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
問
自
家
は
憲
法
秩
序
を
謀
議
し
、
宗
教
の
自
由
の
た
め
の
託
務
を
遂
行
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
権
夜
の
範
関
内
で
宗
教
・
世
界
観
と
関
わ
っ
た
と
し
て
も
宗
教
的
・
世
界
観
的
中
立
牲
に
反
す
る
も
の
で
は
な

ぃ
。
公
的
秩
序
を
保
護
す
る
と
い
う
醤
家
の
憲
法
上
の
権
隠
か
ら
、
公
的
機
関
が
宗
教
・
世
界
離
に
関
す
る
問
問
題
に
評
価
を
行
い
、
公
(n) 

識
の
た
め
に
情
報
念
集
め
、
会
開
し
、
一
誌
の
根
拠
に
暴
づ
く
警
告
や
勧
告
を
行
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
憲
法
上
問
題
に
は
な
ら
な
い
。

た
だ
、
こ
の
よ
う
な
パ
ド
ゥ

i
ラ
の
見
解
に
よ
る
と
、
既
存
の
議
教
秩
序
を
公
的
秩
序
k
み
な
し
て
、
そ
こ
へ
出
現
し
た
新
た
な
宗
教

128-

連
動
は
国
家
に
よ
っ
て
規
制
関
さ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
、
と
い
う
結
楽
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
だ
け
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
な
い
こ
と

は
な
い
。
そ
し
て
、
欝
述
の
通
り
、
宗
教
の
自
由
を
思
考
の

8
・
倍
、
告
自
の
自
由
、
行
動
の
自
由
と
い
う
…
二
つ
の
領
域
で
の
保
僚
と
と

ら
え
る
な
ら
誌
、

い
か
に
少
数
採
と
な
る
h
a
m
g骨
骨
民
主
き
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
国
家
が
そ
の
議
教
的
問
・
世
界
観
的
確
信
の
形
成
・

存
立
に
影
響
を
及
認
す
も
の
で
あ
る
限
り
、

E
m
S門
戸
可
申
ご
柱
。
ロ
に
対
す
る
国
家
の
あ
る
い
は
国
家
に
よ
っ
て
助
成
怒
れ
た
警
告
は
当
該

(
花
)

間
体
の
宗
教
の
自
由
の
一
内
容
と
し
て
の
思
考
の
自
由
を
援
に
担
寝
室
ロ
し
て
い
る
、
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

〈
総
〉
相
判
長
官
諮
問
湾
総
m
F
N
d
M
N
R
V館内吋お
g
S
N
C喜
怒
言
語
z
a
g
z
o問。
E
E
Sロ
』
居
間
富
島

gz
包言。語、

HU〈
MWM・
5
負
担
・

4M叶〈叶
N
3・)・また、

甲山総司吋言語部緩急
o
p
o
a
r
s
g仏師お岡山
r
g
M
J
Gザ
宮
崎
露
仏
語

m
g似
wgr目昆苗吋
qRVFZAHa笥

g
g抽
出

'
N
g
H
Q担
問
柏
崎
・
)
で
は
、
「
個
別
的
な
関
係
に

お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
h
a
g仏
呂
町
役
。
"
の
問
織
は
、
そ
の
畿
の
融
市
船
棋
の
潟
体
が
な
郁
品
駅
間
体
加
の
鋪
概
念
か
ら
排
前
払
糊
さ
れ
る
et--e
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ

得
る
で
あ
ろ
う
」
と
し
て
い
る
。



ドイツのJuge時間ligi側をめぐる憲法問題{弁上)

〈
間
引
)
弘
雪
俗
語
{
〉
削
減
・

Mm〉
唱
的
・
ロ
∞
-

(
四
四
)
回
出
色
気
持
〈
〉
m
g
-
e
-
m・
8
一日
U

向。3
多
血
r
m多
-
5
r
(
〉ロ岡田
-
M
a
・
m・
M
g
で
は
、

HW〈毘・叫の悶

MM
・
M-
十
を
間
引
用
し
て
こ
の
点
を
指
摘
す
る
。

(臼
)
m
n
F
O
X
〈〉
m
M
p
g〉・臼・

2
恕・

(mw)

連
邦
織
法
稔
判
所
に
よ
る
務
本
法
限
条
の
解
釈
が
、
か
な
与
の
緩
度
、
こ
の
団
体
の
向
問
巳
緩
解
に
依
幾
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
の
援
策
と
し
て
、
M
U

ぽ・

3
仲
町
絵
師
岳
山
町
長
〈
〉
ロ
同
P
阿
部
〉
嶋

m・
5
品一

z
a
g
o同
{
〉
鈎
叫
HMeMg
・出・

3
・

{
肘
恥
〉
こ
れ
を
問
題
提
起
と
し
て
剛
明
示
的
に
途
べ
る
の
は
パ
ド
ゥ
l
ラ
で
あ
る
o
m怠
認
可
鈴
〈
〉
ロ
B
・
s
-
m・伺伊

〈出回
)
M
V
F理
2
y
h
v
的丸
-wmmw{
〉
自
γ
H
S
L
w
-
H
g
で
は
、
「
宗
教
の
自
由
は
、
大
教
会
の
メ
ン
バ
ー
だ
け
で
な
く
小
教
会
あ
る
い
は
小
さ
な
然
教
関
体
の
メ
ン
バ
ー

に
も
殉
じ
よ
う
な
像
祭
を
与
え
て
お
り
、
少
数
府
指
数
や
含
奪
三
霊
山
内
g
の
メ
ン
バ
ー
も
当
該
基
本
樟
慣
を
緩
闘
用
し
得
る
」
と
し
て
お
号
、
そ
う
で
あ
る
と
す
る
な
ら

ば
、
ま
さ
に
仏
師
匁
主
主
夜

g
の
宗
教
団
体
伎
の
後
定
は
、
当
該
間
間
体
や
そ
の
メ
ン
バ
ー
の
家
紋
の
一
塁
僚
を
灘
区
世
帯
す
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
事

(
m
w
)
M
W
E
U
Z
{
〉
n
a・
8
・∞
-AWO血g
p
こ
れ
と
関
連
し
て
、

]VM鳴
き
多
恥
w
m
o
y
H
g
r
(
〉
ロ
目
-
M開
y
m
e
M帥
臼
で
は
、
家
教
の
向
同
・
聞
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
仲
間
齢
期

ゆ
砧
、
府
指
数
な
い
し
世
界
観
的
な
任
務
に
と
っ
て
本
質
的
に
必
獲
で
あ
号
、
そ
れ
に
対
応
し
て
綴
織
的
に
実
質
的
な
鱒
逮
幹
部
を
待
つ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
単

に
ふ
波
数
・
品
棋
界
銀
的
活
動
に
際
し
て
偶
然
な
さ
れ
た
よ
う
な
付
際
的
な
も
の
と
は
区
泌
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
し
て
い
る
。

〈
似
〉
附
MFmg妥
待
自
の
Z
Z
W
{〉同時国
-
H
g
-
∞
s
H宏
一
円
尋
問
謡
〈
〉
話
回
出
-
N
8
・
m・
5
タ

〈叫叩〉

ωmPR同口
H・a・{〉
mHHF
池山
Y

的橡∞市
w
戸

〈
惨
な
お
、
ヘ
ル
ツ
ォ
i
ク
は
、
こ
れ
と
照
速
し
て
、
融
部
教
関
同
体
の
自
己
還
盤
解
に
依
拠
す
る
連
邦
憲
法
裁
判
明
婦
の
特
例
は
、
核
心
に
お
い
て
正
し
い
で
あ
ろ
う
が
、

少
な
く
と
も
黛
大
な
境
界
一
創
出
止
の
問
題
を
投
げ
か
け
る
と
し
て
、
基
本
法
問
問
北
端
的
り
歴
史
的
解
釈
の
有
用
伎
を
示
唆
す
る
。
岡
山
号
制
舟
崎
〈
〉
問
団
副

M
8
・由・帥世帯

(mw〉

EMMm
〈〉滋埼グ

N
a
・
m・
-
E
炉
な
お
、
こ
れ
と
の
関
係
で
、
加
の
FOMN
〈
〉
ロ
ヨ
・
品
。
)
・
由
・

MM
叩
酬
は
、

had宮内
Z
r
gに
よ
る
多
く
の
行
為
形
態
や
活
動
、
制
調

え
ば
踊
潮
入
mw
出
出
始
揮
を
低
下
き
せ
あ
る
い
は
緋
除
す
る
の
に
遺
し
た
肉
体
的
・
精
神
的
影
響
を
脇
村
つ
一
定
の
形
式
は
宗
教
の
白
岡
市
制
と
い
う
拳
本
権
の
保
護
に
は
含
ま

れ
な
い
も
の
で
あ
る
と
の
禅
問
機
が
し
ば
し
ば
な
さ
れ
る
、
と
し
て
い
る
。

{
鰻
な
お
、
こ
れ
ら
の
指
織
に
一
決
し
て
、
前
述
の
ミ
ユ
ン
ス
タ
1
上
級
行
致
象
判
所
{
前
倒
閣
仲
間
四
七
)
の
決
定
で
は
、
吋
綴
繊
膜
想
」
が
そ
の
よ
う
な
滋
数
寄
行
っ

て
い
る
こ
と
は
確
証
さ
れ
て
い
な
い
、
と
し
て
い
る

o
m〈
唱
N

H

S
∞・∞-品
0
0
・

〈mw〉
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
井
上
典
之
「
い
わ
ゆ
る
吋
人
隠
の
尊
厳
』
に
つ
い
て

i
そ
の
災
体
的
笈
範
内
容
と
現
代
品
開
課
題
に
つ
い
て
の
概
綴
|
い
阪
大
法
学
沼
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一
ニ
巻
二
・
三
号
一

O
四
五
貰
〈
一
九
九
三
)
一

O
五
九
頁
以
下
参
照
。

(
m
N〉

Mwm品
号
釦
(
〉
ロ

g
・
5
.
∞・ぉ・

(
m
H
)

〉

-
F
P
-

∞
-s・

(

村

川

〉

問

。

吋

O
仲

y
h
v
m
n
Z
F
n
w
〈
〉
ロ
H
H
M

・
M
g
-
m
・
MM
∞-

4 

ま
と
め

以
上
み
て
お
た
仏
括
的
問
内
山
吋
叩
阿
佐

8
と
の
関
係
で
の
宗
教
の
・
自
由
、
器
家
の
宗
教
的
・
世
界
観
的
中
立
性
の
問
題
は
、
基
本
法
四
条
一

項
お
よ
び

現
の
射
訓
似
範
聞
に
関
す
る
広
い
解
釈
に
そ
の
出
発
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、
こ
の

F
E
m
g号
冊
目
釘
ZHM
の
間

組
と
の
関
係
で
、
基
本
法
問
条
の
射
穏
範
部
令
鰐
鰯
に
し
て
、
ぞ
れ
を
批
判
的
に
取
り
扱
う
見
解
も
主
張
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、

um窓
口
骨
曲
目
即
位
。
ロ
と
さ
れ
る
集
問
に
対
し
て
無
批
判
的
に
基
本
法
盟
条
の
議
用
安
認
め
る
と
、
宗
教
・
世
界
観
団
体
に
対
す
る
国
家
の

130-

規
制
可
能
性
に
突
破
口
を
聞
く
こ
と
に
な
り
か
ね
ず
、
せ
務
本
法
儲
条
を
従
来
の
教
余
に
な
じ
ん
だ
形
で
構
成
し
躍
し
、
そ
の
諸
問
用
領
域

を
縮
小
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
よ
う
な
事
態
を
囲
避
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
新
た
な
方
向
づ
け
が
な
さ
れ

た
と
し
て
も
、
伝
統
的
な
教
会
に
と
っ
て
は
、
宗
教
の
自
由
や
教
会
の
自
己
決
定
織
の
解
釈
に
際
し
て
伝
統
的
な
解
釈
原
理
に
従
っ
て

〈
竹
山
〉

憲
法
上
保
護
さ
れ
続
け
る
で
あ
ろ
う
領
域
で
活
動
す
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
か
ら
、
実
際
上
何
の
不
利
益
に
も
な
ら
な
い
、
と
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
こ
れ
に
対
し
て
、
我
々
の
文
化
獲
に
な
じ
み
の
な
い
、
あ
る
い
は
そ
の
文
化
揮
に
否
定
的
な
宗
教
的
集
鑓
の
誌

が
り
か
ら
生
ず
る
問
題
は
、
基
本
法
西
条
一
環
お
よ
び
三
壌
の
保
護
領
域
を
狭
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
得
る
も
の
で
は
な
く
、

{
引
内
〉

教
会
や
宗
教
団
体
の
公
式
的
教
義
か
ら
逸
説
す
る
よ
う
な
宗
教
的
確
信
に
も
基
本
法
は
保
護
を
与
え
て
い
る
、
と
す
る
晃
解
も
主
張

さ
れ
て
お
り
、
ド
イ
ツ
で
の
宗
教
問
題
に
お
け
る
戸
伝
統
と
現
代
的
対
応
と
の
衝
突
が
こ
こ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
思
え
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
議
論
を
総
合
的
に
み
て
み
れ
法
、

p
w
g
m円

S
込町。-お
F
O
ロ
を
め
ぐ
る
憲
法
問
題
の
特
徴
は
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が



で
き
る
。
ド
イ
ツ
で
は
、
大
教
余
令
中
心
に
国
家
と
宗
教
師
体
と
の
問
の
関
係
を
規
律
す
る
国
家
教
会
法
舗
が
歴
史
的
に
襲
爵
さ
れ
、

公
的
秩
序
の
一
部
と
し
て
宗
教
秩
序
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
含
鈎
百
円
山
吋
長
柱
。
混
と
さ
れ
る
藷
臨
体
は
、
い
わ
ゆ
る
既
存
の
ユ
ダ
ヤ
・
キ

リ
ス
ト
教
的
組
識
・
情
動
と
は
全
く
異
な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
設
に
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
泉
教
極
体
法
制
と
し
て
の
国
家
教
会
法
制

お
よ
び
そ
の
下
に
あ
る
宗
教
秩
序
へ
の
新
規
参
入
者
と
し
て
現
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
仏
必
然
雲
母
冊
目
仲
間
山
O
ロ
と
さ
れ
る
集
悶
は
、

題
家
教
余
法
制
に
お
い
て
そ
の
取
扱
い
が
必
ず
し
も
念
頭
に
お
か
れ
て
い
な
か
っ
た
団
体
で
あ
る
が
故
に
、
基
本
法
の
下
で
諒
く
解
釈

怒
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
諜
教
の
自
由
と
い
う
基
本
権
に
よ
る
保
護
を
求
め
る
こ
と
で
、
既
存
の
宗
教
秩
序
の
や
で
鴎
ら
の
地
位
を
獲
得

(
お
)

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
結
局
、
そ
の
よ
う
に
と
ら
え
て
み
れ
ば
、
ド
イ
ツ
で
の
F
H
g
m円

g
&
H
A
W
M
F
柱
。
初
会
め
ぐ
る
問
題
は
、
康
史

的
に
一
確
立
さ
れ
て
き
た
文
化
秩
序
へ
の
新
規
参
入
が
義
本
権
を
媒
介
に
し
て

rこ
ま
で
翠
め
ら
れ
る
の
か
、
国
家
は
新
規
参
入
に
対
し

ドイツのJugendrel沼ionをめぐる憲法問題{井上}

て
ど
こ
ま
で
の
介
入
が
許
さ
れ
、
そ
の
位
行
為
が
ど
の
軽
度
制
限
さ
れ
る
の
か
、
と
い
う
問
題
を
め
ぐ
る
議
論
に
帰
着
す
る
の
で
は
な
い

(
符
)

だ
ろ
、
っ
か
。
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〈
η〉
d

〈
@
ぜ
@
司
(
〉
抑
揚
・
間
鴨
y
m
w
'
M
m
g
.

(

九

)

附

MF命

3
仲町品
v
m
n
V
H吉
田
内
(
〉
M
H
E
a
阿
部

)
w
m
-
w
印
帥
・
な
お
、
「
釜
本
法
は
新
た
な
、
今
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
な
宗
教
的
表
現
形
式
や
儀
式
形
式
の
厳

鵬
開
を
も
保
護
し
て
い
る
」
と
い
う
こ
れ
と
類
似
す
る
見
解
が
‘
途
端
概
さ
れ
て
い
る
と
い
う
翁
摘
も
あ
る
。
そ
の
指
摘
に
つ
い
て
は
、
浮
き
N

(

〉
口
同
戸
朝
掛
Y

的
叫
凶
国

〈
怨
こ
れ
に
つ
い
て
、
湾
吋
き
総
〈
〉
口
同
盟
・
明

g
u
m
-
a
Hは
、
物
船
教
・
蛍
界
銀
団
体
と
し
て
の
資
格
づ
け
は
、
f
M

居
間
翼
民
豆
板
。
ロ
と
さ
れ
る
集
団
や
ぞ
の
メ
ン
バ
ー
の

法
品
開
地
位
を
強
化
す
る
と
問
問
符
に
、
こ
の
領
袖
嘱
で
の
間
期
家
や
他
の
公
約
機
関
の
行
為
可
能
許
認
に
対
し
て
明
抽
憾
な
綾
田
骨
を
課
す
こ
と
に
な
る
、
と
し
て
い
る
。

(
芭
こ
れ
と
の
関
係
で
、
-
玄
関
場
豆
諸
国
松
O
口
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
え
鯵
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
パ
グ
ワ
ン
、
ク
ワ
シ
品
ナ
あ
る
い
は
統
一
教
会
な
ど
の

新
た
な
仏
国
鞘

6ZEFEo目
は
、
惜
智
雄
航
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
の
下
で
の
祭
教
の
由
民
・
8
を
そ
の
メ
ン
バ
ー
に
対
し
て
ラ
デ
ィ
カ
ル
に
問
題
と
す
る
よ
う
な
念
体
的
主
援

を
行
っ
て
い
る
」
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
目
ロ
問
。
同
点
w
y
g埼
俸
の
E
百
時
間
，
o
H
Z
m
H
V
C
M
M宮内
F
C
P
霊
ぎ
o

r

s
は
既
竪
話
繋
司
君
F
F
M・
〉

u
p
同
時
芦
田
・

HUH-




